
鳥取県経済同友会西部地区
ふるさと教育特別委員会

弓
浜
半
島
物
語



美
み

保
ほ

の海にひときわ美しい曲線を描
えが

く弓浜半島。大山が根を張ったか

のように伸びる日本最大の砂
さ

州
す

であるこの半島の成り立ちは、大変特異

である。この大地を形成する砂は１万年以上前からの自然の営みに加え

て、1000年にわたる人々の営み（母なる川・日野川上流で行われた “た

たら製鉄＊” の廃
はい

砂
さ

）で供給されたものであり、人工の半島と称しても

違和感がないほどだ。

そんな砂の半島を舞台に、古代から現代に至るまで人々が歴史を刻ん

できた。砂と闘
たたか

い、共生し、大きな恵みをいただいてきた先人の足跡が

現在もあちこちに残っている。その一端でも知ること

ができれば、きっと私たちはこの地域を再発見できる

はずだ。地域の未来が見えてくるかもしれない。

さあ、想像の翼
つばさ

を広げ、好
こう

奇
き

心
しん

の帆
ほ

をあげて、地域

のカタチ（Roots＊～根っこ～）を探
さぐ

る旅に出かけよう。

※弓
ゆみ

ヶ
が

浜
はま

半島は弓
きゅう

浜
ひん

半島、夜
よ

見
み

ヶ
が

浜
はま

半島、五
ご

里
り

ヶ
が

浜
はま

などと表現されていますが、

文中では古くから馴染みのある“弓浜半島”に統一します。

はじめにはじめに

中海を帆
はん

走
そう

する北
きた

前
まえ

船
ぶね

の復元船
『みちのく丸』（2011年）

美保関髙尾山から見る昭和６～９年頃の弓浜半島
堀芙峯筆「鷹尾坐嶺之展望」（松江歴史館蔵）

皆さんが暮らすこの地域を、皆さんは好きですか？
私は、大好きです。
皆さんにこの地域をもっと好きになってほしい、魅力的なことをもっと解ってほしい、将来こ

こで育ったことに誇りを持ってほしい。そのためにはこの地域をもっと知ってほしい。そんな思
いからこの読本を作り、皆さんへプレゼントできることを大変うれしく思います。

次代を担う児童・生徒の皆さんへ
にな

代表幹事

鳥取県経済同友会

会員一同
松村　順史

われわれは、そんな思いでこの読本を作りました。作る過程で、われわれが知らないことがた
くさんあること、本当に魅力にあふれた地域であることを再認識出来ました。
地域の皆さんにも、一緒に読んでいただきたい、学んでいただきたい、そんな思いから冊数を

増やし、皆さんにもお読みいただけるようにしました。
旅の魅力の一つは、地元の人が、地元の言葉で、地元の魅力を熱く語ることを聴くことだと思

います。ぜひ、皆さんでこの地域の魅力を語れるようになりましょう。

この読本を手にされた地域の皆さんへ

あらためて、この地域は食・住・遊など生活環境の全てが魅力的であると思います。
外から見ればわかるその大変貴重な魅力も、その内で暮らせばすぐ「日常」に変わってしまい

ます。この読本が、その「日常」に気づくきっかけになればと。
私ども鳥取県経済同友会は、この地域の経済の活性化を念頭に活動しておりますが、安心・安

全で、自然に恵まれたこの地域に暮らす幸せがこれからも続きますことを大切に、今後も活動し
てまいります。
地域の皆さんのご協力を引き続きよろしくお願い申し上げます。

き

わかみ りょく

かんきょう

てき

ほこ

たか お やま

ほり ふ ほう てんぼうたか のみねおにいます
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弓浜半島物語 Chapter 1　  地形の成り立ち

地
形
地
形
のの
成成
りり
立立
ちち

な
ぜ
弓
浜
半
島
は

美
し
い
弧
を
描
く
の
か

この地域の歴史を語る前に、この章では、地球の誕生から、

大陸の形成、大陸の移動の歴史を見ておきたい。

歴史は、人と時が織りなすドラマであるが、同時にその歴

史の舞台である地形も、歴史の展開に大きく関わっている。

とくに弓浜半島は、砂と風と海流が造形した美しい砂
さ

州
す

＊で

あり、この砂州の形成史はまさにこの地域の歴史そのもので

もあるからである。

まずは、地球規模の大陸形成のダイナミズムを堪
たん

能
のう

してい

ただきたい……。

島から半島へ

弓形の砂州を造り出した自然のメカニズム
＝地球規模での「海進＊」と「海退＊」

大山の山頂から日本海を望むと、中海と美
み

保
ほ

湾
わん

を隔
へだ

てるように島根半
島に向けて、美しい弧

こ

を描
えが

く弓浜半島の海岸線に心奪
うば

われる。全長20㎞、
幅４㎞、日本最大級、さらには日本の白砂青松100選にも選ばれた美し
い砂州である。

しかしこの砂州は、太古から変わらぬ風景であったわけではない。天
てん

平
ぴょう

５年（733）に成立した『出
い ず も

雲国
のくに

風
ふ

土
ど

記
き

＊』には「夜
よ

見
み

島
しま

」として記
録されるように、中海に位置する島であった。この島が半島化したのは、
約1000年前の平安時代のころといわれている。応

おう

永
えい

５年（1398）の成
立とされる『大

だい

山
せん

寺
じ

縁
えん

起
ぎ

絵
え

巻
まき

』（15頁章扉参照）には、ほぼ半島化した
姿が描かれている。「ほぼ」とことわったのは、半島の中央部に位置す
る米子市和田町付近には、この地域が中世まで「大

おお

切
きれ

戸
ど

」と称する海
かい

峡
きょう

であったという伝承が残されており、この海峡が塞
ふさ

がって完全に半島化
したのは近世になってからと推定されるからである。

それにしても、1000年という時間軸
じく

の中で、島であった弓浜が半島
に変

へん

貌
ぼう

していくプロセスには、どのような自然の力が働き、その変
へん

遷
せん

す
る砂の大地を舞台に、人々はどのような歴史を刻んだのであろうか。

まずおさえておかなければならないのは、地球規模で
の気候変動と、それにともない大きく進退をくりかえす
海面の変化である。

右図は、7000年前から300年前までの、中海周辺の地
形を推定した図である。

地球規模での温暖化が進んだ縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

早期は、海面が
上昇し、中海の半島や島は水没していた。いわゆる「縄
文海

かい

進
しん

」の時代である。弥
や よ い

生時
じ

代
だい

に入り、寒冷化が始ま
ると、海面が低くなり、海に沈んでいた島があらわれる。

こうした「海進」と「海
かい

退
たい

」の運動によって、半島は
姿をあらわしたり、消えたりを繰り返してきたのである。

しかし、「海進」と「海退」だけでは、なぜ弓浜が弧
を描くのか、しかも中海側に大きく湾

わん

曲
きょく

したのかという
謎
なぞ

は解
と

けない。この謎を追って、「砂」と「海流」と「風」
の三つの要素を考えてみたい。大山山頂から望む弓浜半島

島根半島

古中海湾

淡水域

妻木晩田
遺跡

古中海
淡水域

夜見島
飫宇の入海飫宇の入海

汽水域

弓ケ浜
半島

中 海

縄文時代早期（約7000年前）

縄文晩期・弥生時代（約2400年前）

平安時代（約1200年前）

江戸時代（約300年前）

Kyuhin
(Yumigahama)

Peninsula
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日
野
川
か
ら
の
砂
・
美
保
湾
流
・

東
西
の
強
風
が
半
島
を
造
る

弓形の砂州を造り出した自然形成のプロセス
＝「砂」と「海流」と「風」

弓浜半島を形成する砂州列
＝「内浜」「中浜」「外浜」

下図は日野川から流れ出る砂が、海流と風の作用によって、弓形に造形さ
れていくメカニズムを表したものである。以下、その造形のプロセスをたどっ
てみたい。

このようなプロセスを経て出現した弓浜
半島であるが、長大な砂州の中央部には、
標高20mの砂丘も形成されている。砂州は
米子市街地を起点に中海側から内浜、中浜、
外浜と呼ばれ、それらの間には後

こう

背
はい

湿
しっ

地
ち

が
並行して伸びる。

内浜砂州は、米子の勝
かん

田
だ

山
やま

から境港市外
との

江
え

に達し、縄文海進のころ形成されたとみ
られる。

中浜砂州は、内浜砂州の外側に形成され
た砂州、南端は日野橋付近を起点とする。
内浜との砂丘間低地に米川が開

かい

削
さく

された。
外浜砂州は、中世まで日野川河口だった

淀江町の佐
さ

陀
だ

川付近から始まり境港に至
る。この砂州には、たたら製鉄・鉄穴流し
による砂鉄を多く含む膨大な廃砂が堆

たい

積
せき

し、急速に形成された。

半島を形成する膨
ぼう

大
だい

な砂の多くは、母なる川・日野川から
供給される。上流部の中国山地や大山から崩れて流された砂
に加え、中世以降はたたら製鉄＊の原料の砂鉄を採るため山
を崩して鉄

か ん な

穴流
なが

し＊をした際の廃
はい

砂
さ

（砂鉄はほんのわずかで、
残りは川に流す）が砂の供給源となった。その量は２億5000
万㎥（米子の全面積に高さ1.9ｍ分）とも試算される。ボー
リング調査によると砂の厚さは40ｍに達する場所もある。

日野川河口から供給される砂は、美保湾特有の時計まわり
の湾流によって境港方面に流れていき、砂州を形成する。美
保湾流は下図のとおり、対

つ し ま

馬海流＊が大山町付近の突端部に
ぶつかり、湾に回り込むことで発生したものである。

蓄
ちく

積
せき

された砂は、地域特有の強力な東（北東）風で西に飛
ばされ、また同じく特有な西（北西）風で吹き返され、砂丘
を形成した。風が東西で強く吹くのは、美保湾、中海・宍道
湖が島根半島と中国山地の山々に挟

はさ

まれた底地帯（宍道湖・
中海低地帯）で、風が集束されて吹き抜けるためである。気
象条件（季節風や台風など）によっては暴風となり、砂

すな

嵐
あらし

が
半島を覆

おお

うこともあった。

プロセス１
砂の蓄積

プロセス２
海流による
砂州の形成

プロセス３
風による
形成

弓浜半島を形成する砂州列

鉄穴流しの様子

内浜、中浜は黒っぽく粒が細かい（主に大山由来の安
あん

山
ざん

岩
がん

系の砂）。外浜は白っぽく粒が粗い（主に中国山地由来の花
か

こう岩
がん

系の砂）。
※ここで表示している「中浜」は地学上の区分で、境港市の地域名「中浜地区」とは異なる。

弓浜半島に堆積した砂鉄の層

「内浜」「中浜」「外浜」の砂の違い

内浜・中浜・外浜というと、バスの路線がまず頭に浮かぶ。あるいは中海
側から内・中・外の便宜的な呼称と考えがちである。しかし、弓浜半島の砂
州の成り立ちを追うと、太古からの地形の変遷をみごとに象徴していること
に気づかされる。下の写真は、左から「内浜」「中浜」「外浜」の砂である。
砂の色、大きさ、砂質の違いは、見た目にも明らかである。

内浜 中浜 外浜

東寄りの風

集束して吹抜ける

三瓶山～中国山地～大山

美保湾流

日野川
※砂の供給※砂の供給

弓浜半島
境港中海

宍道湖
斐伊川 安来 米子

出雲

松江

大山

和久羅山
嵩山

西寄りの風

集束して
吹抜ける

島根半島

対馬海流
※この海流が大山の麓・大山町の海岸にぶつかり

美保湾流が発生

日本海を南西から北東に流れる暖流

日野川飯梨川

外浜

内浜

中浜

米子米子
0 3km
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地
球
規
模
で
の
地
形
の
形
成 

─
日
本
列
島
が
誕
生
す
る
ま
で

基
礎
的
な
地
形
が
生
ま
れ
た
の
は
１
万
年
前

地球誕生から１万年前まで（日本列島成立まで）の歴史

Pangaea テチス海

Laurasia

Gondwana

North
America

South
America

Europe
Asia

Africa

Antarctica
Australia

India

North
America

South
America

Europe

Africa

Antarctica

Australia

India

Asia

ビッグバン（138億年前）

太陽系、地球誕生（46億年前）

海面を13m上昇させた想定地図　当地の基礎的な地形を彷
ほう

彿
ふつ

とさせる。

ヒマラヤ・チベット高原

日本列島

インド大陸

２億2500年前

１億5000年前

１億年前

現 在

参考：https://sendika63.org/2018/12/kitalarin-250-milyon-yil-sonraki-gelecegi-pedram-turkoglu-evrim-agaci-523671/

出典：島根半島・宍道湖中海（国引き）ジオパーク推進協議会

プレートテクトニクス　大陸の形成

地球のプレートは地球誕生後、数十億年にわたって移動しながら超大陸の形成と分
ぶん

裂
れつ

を続けた。約4000万年前、インド亜
あ

大
たい

陸
りく

がユーラシア大陸に衝
しょう

突
とつ

し、ヒマラヤ山脈
やチベット高原が隆

りゅう

起
き

、その下にあるマントル部分に西から東へ向かう流動が引き起
こされ、約2000万年前日本列島が大陸から引き離されることにつながった。

約１万年前に現在の日本列島、日本海が成立。列島の地形変化
に加え、温暖化も重なり急激な海面上昇（海進）もあって、対馬
海峡、津

つ

軽
がる

海峡、宗
そう

谷
や

海峡などで太平洋とつながった。これをきっ
かけに暖流（対馬海流）が日本海へ流れ込むようになり、その影
響で日本列島は温

おん

暖
だん

湿
しつ

潤
じゅん

な気候となった。

大陸の時代
約8500万年〜5000万年前

大陸分裂の時代
約4400万年〜1700万年前

日本海拡大の時代
約1700万年〜1500万年前

日本列島の時代
約1500万年〜1000万年前

約１万年前〜現在

日本列島が誕生してからも、気候や火山活動などの地
ち

殻
かく

変動により、列島の地形は
大きく変化している。山陰地方も例外ではなく、次頁の時代ごとの地形の変遷に示す
ような変化があった。

米子周辺（大山山
さん

麓
ろく

の台地）に人が住み始めたのは、旧
きゅう

石
せっ

器
き

時代の３万年前頃とさ
れる。その頃は氷期で、地球上で氷

ひょう

河
が

が発達し、海水面が現在より100m以上低かった。
そのため隠岐島とも陸続きで、当時の米子周辺は内陸に位置し、モミ、ブナなどに覆

おお

われた森の高原地帯であった。
その後、温暖化と寒冷化の小さな波を繰り返しながら、徐

じょ

々
じょ

に温暖化に向い、海水
面が上昇していき、約１万年前に現在の日本列島が成立した。一方、同時期に大山の
火山活動も収まり、米子周辺の基

き

礎
そ

的な地形（弓浜半島形成につながる地形）がほぼ
形成された。　　

その特
とく

徴
ちょう

は、大きく分けて日野川下流域に広がる平野部と、それを取り囲む丘
きゅう

陵
りょう

部
ぶ

に大別される。さらに丘陵部は、大山の裾
すそ

野
の

である大
おお

谷
たに

台
だい

地
ち

に、上
かみ

福
ふく

万
まん

・尾
お

高
だか

・百
ひゃく

塚
つか

など縄文～弥生～古
こ

墳
ふん

にいたる各時代の遺
い

跡
せき

が見られ、人々の暮らしが継続的に営ま
れていたことがわかる。また日野川左岸には、同じく大山の噴

ふん

火
か

で形成された長
ちょう

者
じゃ

原
はら

台
だい

地
ち

が対
たい

峙
じ

するように位置し、縄文～弥生～古墳を通じての遺跡が、こしきが丘・青
木・福市などに濃

のう

密
みつ

に分布している。
このように１万年前に、米子周辺には、現在につながる安定した生活の場が形成さ

れていた。この「場」に、海を通じて、あるいは川を経由し、陸地を伝い、さまざま
な文化が流入し、独自の歴史が刻

きざ

まれていったのである。

粟島

島根半島

勝田山、
東山

長者原
台地

大谷台地

平野部

大山

美保湾
Miho Bay

弓ケ浜
Yumiga-hama
Coast

中海
Lake
Nakaumi

日野川
（当時）
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弓浜半島物語 Chapter 1　  地形の成り立ち

地
形
の
変
遷 

─
旧
石
器
時
代
か
ら
現
代
ま
で

各時代の地形の変遷をたどる前に、前頁で取り上げた縄文早期以後の地形の変遷を
みておきたい。

※弓浜半島形成は島根半島の存在と深い繋
つな

がりがあり、中海・宍道湖圏
けん

域
いき

の地形変遷図を使用。

米子周辺では旧石器時代（３万年前頃）
から縄文草創期にかけての尖

せん
頭
とう

器
き

（狩
しゅ

猟
りょう

具である槍
やり

の先に装着）が大山山
さん

麓
ろく

を中
心に多く発掘されており、ヒトが住み始
めたことが確認されている。山麓の火山
灰台地が当時の主要な狩りの場であった
ことが想定される。

当時は寒冷化（氷河時代）で海退が進
み、隠岐島まで陸続きであった。米子周
辺は丘陵地で、日野川は隠岐方面の海へ
流れていたと考えられる。

気候がやや冷涼化していって海水準がわずかに下がり
（弥生小海退）、弓浜砂州が出現し、古中海湾は潟

せき
湖
こ

となっ
た。中浜は3000～2000年前頃に形成されたと推定され
る。弓浜砂州の先端部（境港：中浜部）では弥生時代の遺
跡が複数残る。砂州の付け根部分の砂丘地（米子市錦町、
博労町など）、また大山山麓など周辺の丘陵地に同時代の
遺跡が数多く残る。

気温の温暖化（氷期が終わり、地球全
体が暖かくなる間

かん
氷
ひょう

期
き

へ）にともない海
水準はしだいに上昇して境港付近まで達
するようになる。同時代、日本海が閉じ
られた海から太平洋と流れができる海と
なり、暖流が入り込み、その影

えい
響
きょう

もあっ
て日本列島の気候が大きく変わる。大山
の噴火活動は同時期に収束し、現在の基
礎となる地形が形成され始める。

海水準がやや高くなり（平安海進：８～12世紀）、半島
中央部付近から海が侵入して古中海は再び湾へと戻り、飫

お

宇
う

の入
いり

海
うみ

（※万葉集）と呼ばれた。同時期に成立の出雲国
風土記には弓浜砂州は夜見島と記述される島であった。砂
州の付け根の米子の博労町遺跡から貴族が身に付けた腰帯
具や墨

ぼく
書
しょ

土
ど

器
き

が出土したことから、奈良～平安時代には役
所関連の遺構があったと推定される。

地球規模での温暖化がさらに進み、海
水準が上昇し（縄文海進）、古中海湾や古
宍道湖湾ができた。弓浜半島は未形成。
氷期（旧石器時代）には草原だった日本
列島の大地がブナやナラなどの落

らく
葉
よう

広
こう

葉
よう

樹
じゅ

に覆われるようになった。森には様々
な木の実など食物が増え、人の生活が大
きく変わり、土器を作って煮

に
炊
た

きをもす
る縄文時代と呼ばれる文化が花開いた。

夜見島と本土側の間は繋
つな

がったり離れたりを繰り返し
てきたが、平安時代以降は弓浜砂州（半島）が固定し、中
海ができた。中世より盛んに行われた日野川流域でのたた
ら製鉄が江戸時代以降はさらに規模が大きくなり、それに
よる土砂の流出が増え外浜が形成された。外浜は1000～
100年前に形成された浜

ひん
堤
てい

。1590年代より米子城築城、
城下町形成が始まる。半島の砂丘地の開拓も進む。

海水準がさらに上昇したが、古中海湾
では現在の弓浜半島西縁を中軸にして、
水底で砂州（内浜）の形成が始まった。
内浜は6000〜3000年前頃に形成され
た浜

ひん
堤
てい

と推定されているが、日野川、法
勝寺川から膨大な砂（大山や中国山地か
ら）が供給され、弓浜半島の基礎部分が
形成された。古宍道湖では斐

ひ
伊
い

川
かわ

の土砂
の供給によって埋め立てが進み、東西２
つの水域に分かれていった。

約100年前にはたたら製鉄の操業が終わり、土砂の流
出が減ったことで現在の半島の形がほぼ固定化する。その
後、砂防ダムなどの建設も加わり、日野川からの流出土砂
がさらに減少し、半島の基

き
部
ぶ

である皆生温泉付近では海岸
浸
しん

食
しょく

が深刻化する。約50年前より、離
り

岸
がん

堤
てい

を設置し砂浜
を回復させる。中海側では干拓事業、境港の美保湾側では
用地造成で埋め立てが行われる。

斐伊川神
戸
川

意
宇
川 飯

梨
川

法
勝
寺
川

日
野
川

杵築宮 ・ 意
宇
川 飯

梨
川

法
勝
寺
川

日
野
川斐伊川神

戸
川

中 海
宍道湖宍道湖

斐伊川

松江城・
米子城・ 日

野
川伯

太
川

飯
梨
川

意
宇
川

法
勝
寺
川神

戸
川

斐伊川
神戸川

神西湖

佐
陀
川

伯
太
川

飯
梨
川

意
宇
川 法

勝
寺
川

日
野
川

松江城・
・米子城跡

20000年前（旧石器時代） 2400年前（縄文晩期〜弥生時代）

11000年前（縄文時代草創期） 1200年前（奈良時代）

7000年前（縄文時代早期） 300年前（江戸時代）

5000年前（縄文時代前期末） 100年前 （大正時代）

8 9



C
h

a
p

te
r  2

C
h

a
p

te
r  2

弓浜半島物語 Chapter 2　  旧石器・縄文・弥生の時代

旧
石
器
・
縄
文
・
弥
生

旧
石
器
・
縄
文
・
弥
生
のの
時
代
時
代

地
域
の
歴
史 

１

現在の米子周辺の地形は、大

山の火山活動（約100万年〜約

１万年前）などによって形成さ

れたものである。この地形を舞

台に、長い時間をかけて、旧石器・縄文・弥生・古墳の文

化が形成されていった。

なかでも弥生時代は、朝鮮半島南部などの「水田耕作」

の技術を受
じゅ

容
よう

することによって、自然経済に依存していた

社会を生産経済の社会へと革命的に飛
ひ

躍
やく

させた時代であっ

た。

米子地域の弥生文化は、海に接していた目久美遺跡から

始まる。

そこから地形にそって、現在の国道180号を辿
たど

り、南部

町方面へ、もう一方は、現在の国道181号を経て、長
なが

砂
すな

・

宗
むな

像
かた

・法
ほっ

勝
しょう

寺
じ

川流域へと展開していった。

まさに地形に促
うなが

されるように……。

1

1. 米子市泉中峰遺跡
2. 淀江町原畑
3. 豊成叶林遺跡
4. 倉吉市上神51号横
5. 倉吉市中尾遺跡
6. 倉吉市長谷遺跡
7. 関金町野津三第１遺跡

2 43 5 67

0 50km

妻
む

木
き

晩
ばん

田
だ

遺跡　洞
どう

ノ
の

原
はら

から弓浜半島を望む

※上図は、旧石器時代の地形を点線で示し、現在の地形を太線で示し、そこに遺跡分布を重ねたものである。
　旧石器時代においては、隠岐島は本土と陸つづきであった。

旧
石
器
時
代

現在、日本列島で確認されている最古の人類が営んだ時代を旧石器時代と呼
んでいる。下限は縄文時代が始まる約１万2000年前であるが、その上限につい
て50万年前ともされており、現在のところ定説はない。しかし後期旧石器時代
については、３万5000年〜３万年前以降、縄文時代までの時代にあたる。

上図は、山陰における旧石器時代の遺跡分布図である。鳥取県では、米子市
で泉

いずみ

中
なか

峰
みね

遺跡、淀江町原
はら

畑
はた

、西伯郡大山町で豊
とよ

成
なり

叶
かのう

林
ばやし

遺跡、倉吉市で４か所の
計７か所が発見されている。大山を中心に東西の裾

すそ

野
の

に分布しており、山麓の
火山灰台地が当時の主要な狩りの場であったことが想定される。

旧石器人は石器づくりのプロフェッショナルといわれ、打
う

ち欠
か

きや剥
はく

離
り

など
の加工を施

ほどこ

した高度な石器を作っている。石材としては黒
こく

曜
よう

石
せき

＊・メノウなど
が多い。黒曜石は隠岐産で、当時陸続きであったことから、徒

と

歩
ほ

での交流が想
定される。またサヌカイト＊の可能性がある安

あん

山
ざん

岩
がん

も見つかっており、山陽・
瀬戸内方面との交流もすでに始まっていたと考えられる。
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弓浜半島物語 Chapter 2　  旧石器・縄文・弥生の時代

弥
生
時
代

縄
文
時
代

縄文人の遺跡と暮らし

水田耕作の伝
でん
播
ぱ
が

弥生時代を開いた

縄文海進
弥生人の好んだ地形

縄文時代は約１万2000年前から2500年前まで、約１万年間も続いた長い時代。
きびしい寒さが続いていた氷河期が終わり、温暖化へと移り変わった。また暖
流の影響もあり今より温暖な気候で、大地がブナやナラなどの落葉広葉樹に覆
われるようになった。森には様々な木の実など食物が増え、人々の生活が大き
く変わり、土器を作って煮

に

炊
た

きをもする縄文時代と呼ばれる文化が花開いた。
米子周辺では目

め

久
ぐ

美
み

遺跡、青木遺跡、淀江町の鮒
ふな

ヶ
が

口
くち

遺跡などに加え、大山
の山麓など周辺の丘陵地で多くの縄文遺跡がある。目久美遺跡は低地遺跡とし
て、縄文時代から中世に至る遺物の重

じゅう

層
そう

する遺跡。青木遺跡では当時のケモノ
道に沿って作ったとみられる動物捕

ほ

獲
かく

用の落とし穴が多数見つかった。鮒ヶ口
遺跡からは、6000年前の土器、石器、木製品などが大量に出土。旧淀江湖岸の
遺跡であり大量の石

せき

錘
すい

（石のおもり）が出土していることから、漁
ぎょ

撈
ろう

を主体と
した人々の村跡であったことが想像される。それに続く大山山麓のなだらかな
洪
こう

積
せき

台地（岡
おか

成
なり

原
ばら

、喜
き

多
た

原
はら

など）には、縄文〜古墳時代の集落跡が多数発見さ
れている。

縄文時代の晩期には、すでにイネを含んだ穀
こく

類
るい

の栽
さい

培
ばい

農業は始まっていた。
しかし畑作を基礎とする縄文農業には、自ら時代を変えるエネルギーは生み出
せなかったと思われる。

朝鮮半島南部などから伝わった水田耕作技術によって、弥生という新たな時
代が切り開かれていった。水田の経営・維持には協同作業が不可欠であり、家
族単位、村単位の集団が形成され、やがてそれらがクニに成長していくのである。

縄文時代の地形を考える場合、やはり気候の温暖化による海面の上昇を念頭に置く必要がある。約
１万年前に始まり、7000年〜5000年前に最盛期を迎えた現象で、現在より５m海面が上昇したとい
われる。しかし米子周辺では、粟

あわ

島
しま

や湊
みなと

山
やま

公園の清
せい

洞
どう

寺
じ

跡地に見られる貝類の痕
こん

跡
せき

から、約２m上昇
していたと推定される。それでも、内陸部に相当な入海が侵入していたと思われる。その後、6000
年前の縄文前期から、海退に転じ、縄文晩期から弥生前期にかけて海面は現在より１〜２ｍ低くなっ
た。

弥生時代に入ると、小海退（約２ｍ海水面が
下降）により、しだいに入海が引き、弓浜砂州
が出現、また周辺の丘

きゅう

陵
りょう

部
ぶ

の周
まわ

りに低湿地が出
現した。この砂丘の後背地に生じた低湿地こそ、
水田耕作技術を携

たずさ

えて日本海を東に移動してき
た弥生人のもっとも好んだ土地であった。

米子周辺の最初の弥生遺跡とされる目久美遺
跡（縄文～弥生の複合遺跡）はその条件にピッ
タリの土地であった。この遺跡を起点に周辺部
では多くのムラが成立した。代表的な陰

いん

田
だ

、青
木、福

ふく

市
いち

、越
こ

敷
しき

山、そして国
くに

史
し

跡
せき

に指定された
大規模な高地性集落・妻

む

木
き

晩
ばん

田
だ

遺跡などである。
また現在の市街地周辺でも、錦

にしき

町
まち

第１遺跡（ふ
れあいの里）、博

ばく

労
ろう

町
まち

遺跡（米子工業高校）、米
子城城下町遺跡（医大通り）など砂丘地から重
要な遺跡が見つかっており、当時の海岸部を形
成するそれらの遺跡が弥生文化の玄関口の役割
を果たすと同時に集落の形成に展開していった
と思われる。

海面を６m上昇させた想定地図
6000年前は縄文海進で海水準が上がり、中海（湾）や宍道湖が誕生し、上図に近い地形状況になっていたことが予想される。

日 本 海

日
野
川

孝霊山

Ⅲ

Ⅰ

1
2

3
4

5

6

8

7

Ⅱ

佐
陀
川

法
勝
寺
川

米子平野及び周辺の縄文晩期・弥生前期の遺跡分布図
　　　で示す範囲、Ⅰ＝第一地域、Ⅱ＝第二地域、Ⅲ＝
第三地域
１.目久美遺跡、２.長砂遺跡、３.青木遺跡、４.大袋丸山
遺跡、５.福成早里遺跡、６.天萬土井前遺跡、７.泉中峰・
泉前田遺跡、８.久古第３遺跡
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弓浜半島物語Chapter 2　  旧石器・縄文・弥生の時代

弥
生
の
日
本
海
を

舞
台
に
し
た
広
域
交
流

縄文晩期に伝
でん

播
ぱ

し、弥生に広まってきた稲作は社会を大きく変えた革
命だった。稲作農耕とともに、鉄器が付属物のようにして入ってきたが、
農具のみならずさまざまな道具（鉄器や加工用道具など）をもたらした。
鉄の道具を使って大地を開

かい

墾
こん

し、稲を管理、育成する生産は安定的な収
しゅう

穫
かく

をあげた。船を造り交易もさかんになった。生産性は伸び、人口の増
大をひきおこした。

妻木晩田遺跡、青
あお

谷
や

上
かみ

寺
じ

地
ち

遺跡はさまざまな加工用具の遺物が発見さ
れているが、日本海側に点在する潟

せき

湖
こ

（ラグーン）＊を手漕
こ

ぎ船でネット
ワークする広域の交易、交流が行われ、各地の特産品が直接、また加工
を加えられ間接に取り引きされ、さながら加工貿易の様

よう

相
そう

も呈
てい

していた。

弥生時代の前期と後期との遺跡の在り方を比較すると、日本の人口は激増（推定で約８万人→約
60万人）したことがわかっているが、大陸から伝わった稲、鉄、そして交易、渡来人は日本の社会
を大きく変えた。

その玄関口は、最も大陸に近い九州はもちろん、対馬海流にのってくると到達する山陰（中海宍道
湖エリア）も重要なゲートウェイだったに違いない。離

り

岸
がん

堤
てい

のように横たわる島根半島の南側は穏
おだ

や
かな入海がひろがった巨大な潟湖で、沿岸には、稲作をするのに相

ふ さ わ

応しい大地が広がり、そして太陽
が昇る東には見事なカタチをしたシンボル・大山がそびえており、荒れた海を渡ってきた渡来人たち
にとってパラダイスだったのではないだろうか。

潟湖は砂州などが湾口に発達することで、外海と隔てられ
てできた浅い湖。波が穏やかで船を係留しやすいことから、
日本海を東西に結ぶ港として最適な場所。交流の証として
作り方やデザインが同じ鉄器や漁撈具、玉製品、木製品な
どが日本海沿岸の遺跡から出土している。中国山地を超え
て流通したサヌカイトなど石器素材もある。

青谷上寺地遺跡妻木晩田遺跡

玉・玉
素材

玉・玉
素材（

ヒス
イな

ど
）

鉄器・木製容
器な
ど

鉄
器・
漁
撈具

など

玉・
玉素
材

石
器
素
材

（
サ
ヌ
カ
イ
ト
な
ど
）

けい

へだ

あかし

りゅう

潟湖でつながるムラとムラ。図中の赤点は潟湖のあった所角
すみ

田
だ

遺
い

跡
せき

（米子市淀江町）出土の
弥生土器に描

えが
かれた船と高

たか
床
ゆか

建
たて

物
もの

古
代
古
代
のの
弓
浜
弓
浜  

─
見
え
て
き
た
半
生
郷

─
見
え
て
き
た
半
生
郷

地
域
の
歴
史 

２

邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

論争は九州か、大和か、

いまだに結論をみないが、日本列島

を統一した大和王権が纏
まき

向
むく

遺
い

跡
せき

＊（奈

良県桜井市）から始まったことは、

誰しも認める定説となっている。

３世紀、この地に誕生した王権は、たちまちのう

ちに全国各地をその支配下に置いた。そのシンボル

となったのが前方後円墳である。米子周辺にも多く

の古墳が築かれた。

この古墳時代を経て、７世紀から８世紀にかけて、

律
りつ

令
りょう

国
こっ

家
か

＊が成立し、米子周辺は、伯
ほう

耆
き

国
のくに

会
あい

見
み

郡
ごおり

（米

子市・境港市・伯耆町・南部町）・日野郡（日南町・

日野町・江府町・伯耆町の一部）・汗
あせ

入
り

郡（旧淀江町・

大山町）に編入された。また郡内には郷
ごう

や里
さと

が誕生

した。

一方、この時代になると、文字による記録が始まり、

それらによって、当時の人々の生活をより深く理解

することが可能になってきた。

この章では、まず文字による記録から地形を復元

し、さらに新たな発掘により明らかになった砂丘下

の遺跡を通じて、謎
なぞ

とされてきた「半生郷」（呼び名

不明）の実態を見ていく。

大山寺縁起絵巻の弓浜半島図（1398年）
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弓浜半島物語 Chapter 3　  古代の弓浜

神
話
は
地
形
の
変
遷
を

ど
う
語
っ
た
か
？

米
子
の
地
名
と
砂
と

─
見
え
て
き
た
会
見
郡
半
生
郷

『出
い ず も
雲国

のくに
風
ふ
土
ど
記
き
』

国引き神話に見る弓浜

『和名抄』に記録された
会見郡の郷

ごう
名
めい

『伯耆国風土記』逸
いつ
文
ぶん

＊が語る「常
とこ
世
よ
の国・弓浜」

再生の国＝伯耆　大国主命の物語の舞台

『古
こ

事
じ

記
き

』『日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』、各国風土記などに記録された神話は、歴史的
事実を伝えるものではない。しかし神話の断片をくわしく見ていくと、
地形の成り立ちや、同時代の人々が地形や地域についてどのようなイ
メージをもっていたのか、それらを知る貴重な情報を与えてくれる。

天平５年（733）に成立した『出雲国風土記』の冒
ぼう

頭
とう

には、新
し ら ぎ

羅＊や隠
岐、北陸の国々を引いてきて、島根半島が形成されたという壮大な国引
き神話が記録されている。

この神話の最後の舞台は美保関。大山（火
ひの

神
かみ

岳
だけ

）を杭
くい

にし、夜見島を
綱
つな

にして、はるか北陸の能登半島から国を引き、美保関が形づくられた
というもの。ここで弓浜半島が「夜

よ

見
み

島
じま

」として登場している。おそら
くは古く内浜が形成され、そこに日本海の海岸部の砂が蓄

ちく

積
せき

し、中浜が
形成され、美しい弧を描き始めた頃の景観が生み出した神話であろう。

平安時代に成立した『和
わ

名
みょう

抄
しょう

＊』
（平安時代に成立した辞書で全国
の国・郡・郷が記録されている）
によれば、会見郡は「安

あ

不
ふ

美
み

」と
あり、ミ＝海、すなわち中海を意
識した郡名であったと思われる。
郡内に宗

むな

形
かた

神社＊や安
あ ず み

曇＊郷など
海の民に関わる痕

こん

跡
せき

も濃
のう

厚
こう

に分
布する。

会見郡家は前述した『伯耆国風土記』逸文にあるように、粟島から見て
東南に位置していた。諸説あるが、現在では、伯耆町（旧岸本町）坂

さか

長
ちょう

辺
りの長

ちょう

者
じゃ

屋
や

敷
しき

遺跡が有力地。しかしこの地域の古墳時代の首
しゅ

長
ちょう

墓
ぼ

の変遷を
見ると、必ずしも固定的に考えるべきではないのかもしれない。『和名抄』
によれば、この郡には12の郷があった。「日

く さ か

下・細
ほそ

見
み

・美
み

濃
の

・安曇・巨
こ

勢
せ

・
蚊
か

屋
や

・天
て

万
ま

・千
ち

太
た

・会見・星
ほし

川
かわ

・鴨
かも

部
べ

・半生（読みの定説なし）」である。

一方、伯耆の人々は弓浜半島をどう見ていたのだろうか。
『伯耆国風土記』逸文には、弓浜の付け根に位置する粟島
について、以下のような貴重な情報を記録している。

これらの神話のイメージに影響を与えているのが記
き

紀
き

神
しん

話
わ

、ことのほか『古
事記』の神話である。記紀は国

くに

譲
ゆず

りの舞台を出雲に設定するが、その理由は諸
説ある。重要なのは、日

ひ

昇
のぼ

る伊
い

勢
せ

に対置する日
ひ

沈
しず

む出雲という方位感覚であろ
う。これにより山陰全体が、神話世界において黄泉の国＊として認識されていっ
たと思われる。そして『古事記』は以下のような神話を展開するのである。

さりげない情報であるが、汲
く

むべきことは多い。まずは、
今は陸続きの粟島が、島であったこと。そこには『出雲国
風土記』が「夜見島＝黄

よ

泉
み

の島」とするイメージに呼
こ

応
おう

す
るように、死者が行き着く「常世の国＊」にまつわる伝承
が記録されていることである。

このように、大国主命の神話は、死と再生を繰り返し、再生するごとにより大きな神、あるいは王
へと成長していく物語。一方、粟島伝承に登場するスクナヒコナ命も、穀

こく

霊
れい

の神、薬草の神など多
た

彩
さい

な性格をもつ神である。出雲東部から伯耆西部の地は、当時の医療や薬学における先端地域であり、
新たな命の再生と治

ち

癒
ゆ

の場であった。
その意味では、現代の医療都市・米子にふさわしい神話といえるであろう。

イ）粟
あわ
島
しま
は、相

あい
見
み
郡
ごおり

＊の郡
ぐう
家
け
の西北の方角にある余

あまり
戸
べ

＊の里に
位置する。

ロ）スクナヒコナ命
みこと

＊は、粟を蒔
ま
き、実った後、粟に乗って

常世の国に弾
はじ
かれて渡った。故に粟島という。

薗の長濱

夜見島

新羅から

佐比売山

火神岳

佐岐から
良波から 越の都都から

こし つ

ひの

よ なみ

さ き

その なが た く おりたえ

こ づ おりたえ き づき み さき

さ だのくに

う なみ おりたえ くら みのくに

はま

しらぎ

かみ

さ ひ め やま

だけ

つ

去豆の折絶～杵築の御埼
多久の折絶～狭田国

宇波の折絶～闇見国
三穂の埼＊

出雲国風土記「国引き神話」

弓浜半島の夕暮れ（大山中腹から望む）

会見郡内の郷分布図（推定）

手
て

間
ま

の地・赤
あか

猪
い

岩
いわ

神社

イ）まずは伯耆と出雲の境の比
ひ
婆
ば
山
やま
にイザナミ命＊の墓を設定。この地を「母の国」「黄泉の国」とした。

ロ）これにより、母を求めてスサノオ命＊が鳥
とり
髪
かみ
の峰

みね
（船
せん
通
つう
山
ざん
）＊に降り立つ必然が生まれる。

ハ）一方、大
おお
国
くに
主
ぬしの
命
みこと

＊は因
いなば
幡からの帰路、手

て
間
ま
の地（現南部町）で遭

そう
難
なん
し、女

め
神
がみ
たちの治

ち
療
りょう
により再生する。

この神話の背後には、古代における「火
やけど
傷薬」による治療法があったといわれる。

ニ）さらに根
ね
の国＊に追い込まれた大国主命には、根の国の王・スサノオ命の繰り出す多くの試練が待ち受

けていた。これらを潜
くぐ
り抜

ぬ
け、黄

よもつひらさか
泉平坂からこの世へと生

せい
還
かん
する。現在の松江市東出雲町の辺

あた
りである。

日 本 海

出 雲 国

日野川

日
下

星
川

鴨
部

日
下細

見

美
濃

巨
勢

天
万

千太

蚊屋

（余戸）

半
生

星
川

会見
安
曇

鴨
部

郡家推定地
古 廃 寺
式 内 社
式 外 社
郷推定地域
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Chapter 3　  古代の弓浜

「半生郷」とは？

砂丘地の遺跡から見えてきたもの

会見郡12郷の内、「半生」が謎の郷とされ、郷域や呼び名も「はんしょう」「は
んにゅう」などがあり、定まっていない。従来、この「半生」の「半」を「米」
の誤字として、「米

よな

生
う

」を米子地名と関連付ける試みが行われてきたが、否定
的な見解も多かった。「米子」という地名については、岩佐武彦氏の「米子地
名考」に代表されるように「ヨナ」を砂、「ゴ」を所と解し、長砂・観音寺・
東山・勝田山とつづく山

さん

塊
かい

ラインから弓浜基部に向かって堆積した砂丘状の
地形に由来する地名と考えられてきた。さらに砂地であるこの地域は、余

あまり

戸
べ

程
度の数戸の集落形成がかろうじて可能な不毛の地とする見方も根強くあった。

ところが最近、米子市内の発掘調査が急
速に進み、砂丘地から重要な遺跡があいつ
いで発見され、この地域の再評価が始まっ
た。無論、半生と米子を短

たん

絡
らく

することは慎
つつし

まなければならないが、半生郷の実態が見
えてきたのである。

具体的な遺跡としては、錦町第１遺跡・
米子城城下町遺跡・博労町遺跡など、半生
郷内と推定される遺跡である。とくに博労
町遺跡は、弥生時代終末期から近世以降に
わたる複合遺跡で、長期の安定した集落で
あることが明らかになった。その概要を調
査報告書から要約すると、右のとおりであ
る。

イ〜ニを見れば、弓浜から米子市域のか
つての砂丘地の歴史的変遷がみごとにたど
れる。古代においては、この地域には弓浜
部に余戸の里、米子海

かい

浜
ひん

砂丘域には半生郷
が成立し、ある時期は会見郡家、あるいは
その関連施設が設けられるなど、郡内にお
いても中核的役割を担っていた。やがて中
世になると、畠

はたけ

に転換する。おそらくはこ
の時期に成立した「勝

かん

田
だ

庄
しょう

」に繰り込まれ
ていったのであろう。

博労町遺跡（米子工業高校敷地内）

米子市周辺遺跡分布図 大原安綱の刀

イ）古墳時代前期を中心とする大規模な集落の存在
が確認され、当時の豪

ごう
族
ぞく
の屋敷跡もみつかった。

大量の土
ど
錘
すい
、石

せき
錘
すい
や舟形土製品などの出土遺物

から、この集落の生業が漁撈や交易といった海
と密接に関わるものであったと考えられる。

ロ）奈良時代から平安時代前期にかけての大型掘立
柱建物跡は、今まで不明とされてきた会見郡内
の郷家、もしくはその関連施設である可能性が
高まった。

ハ）中世になると、この地域をふくむ米子海浜砂丘
域一帯が大規模な畠へと変貌する。この背景に
は、荘

しょう
園
えん

＊開発などといった大きな政治的な要因
が推定される。

ニ）近世末から明治初期の多数の井戸と溝
みぞ
状
じょう
遺
い
構
こう
が

見つかった。近代以降砂丘地帯では綿の栽培が
盛んとなり「伯州綿」が特産品となっていくが、
「綿

わた
井
い
戸
ど
」とも呼ばれる素掘りの井戸の存在は、

近世末に綿栽培が始まっていたことを物語る。

米子駅

境線

山陰本線

99

9

431

181

中海

日
野
川

米子自動車道

博労町遺跡
錦町第１遺跡

四日市町遺跡

角盤町遺跡

米子城跡

目久美遺跡
長砂遺跡

池ノ内遺跡

製
鉄
王
国
・
伯
耆
の
誕
生
と

製
鉄
王
国
・
伯
耆
の
誕
生
と

弓
浜
半
島
の
完
成

弓
浜
半
島
の
完
成

地
域
の
歴
史 

３

中世になると、公
こう

地
ち

・公
こう

民
みん

を基礎とする古代の律
りつ

令
りょう

制
せい

が

崩
ほう

壊
かい

し、各地に荘園が成立し

てくる。米子周辺でも、三
み

野
の

御
み

厨
くりや

（米子市箕
みの

）・富田庄（南

部町）・長田庄（南部町南部）・星川庄（南部

町市
いち

山
やま

・宮前・浅井）などが成立。前章で見

た「半生郷」「余戸里」は「勝田庄」に編入され、

新たな歴史を刻むことになる。

この勝田庄の歴史の舞台は、前述したとお

り、日野郡における「たたら製鉄」によって

大量に排出された砂が日野川を下り、美保湾

に出て、さらに海流と風によって、内浜・中

浜の砂州の外側に蓄
ちく

積
せき

されて形成された。こ

のように自然地形を変
へん

貌
ぼう

させるほどの「たた

ら製鉄」とは、一体何なのか、あるいは「た

たら製鉄」が伯耆国の産業構造をどう変えて

いったのか、その歴史を辿
たど

ってみたい。

まずはこの地の製鉄技術がどこから伝わっ

たのか、さらにこの地域の中世史─源
げん

平
ぺい

の争

い、後
ご

醍
だい

醐
ご

天
てん

皇
のう

＊の挙
きょ

兵
へい

などに名を残す武将た

ちと鉄との関係についても推
すい

察
さつ

してみたい。

弓浜半島物語
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弓浜半島物語 Chapter 4　  製鉄王国・伯耆の誕生と弓浜半島の完成

弓
浜
半
島
を
完
成
に
導
い
た

た
た
ら“
製
鉄
”の
歴
史

製鉄略史

日本における製鉄の開始は？ 伯耆における製鉄の開始

製鉄王国・伯耆の誕生

伯耆はどうして製鉄王国になれたのか？

約4000年前ユーラシア大陸の西端ヒッタイト（現在のトルコ）で人工鉄
が作られて以来、長い年月をかけ大草原や山岳地帯などを経て大陸東端の
中国、朝鮮半島へ伝わり、さらに日本へ伝わった。各地に「鉄」を伝えた
道は「アイアンロード」と呼ばれている。

日本への鉄伝来は、紀元前４世紀の弥生時代、朝鮮半島南部から伝わっ
てきたとされる。中国の史書『魏

ぎ

書
しょ

』東
とう

夷
い

伝
でん

弁
べん

辰
しん

条
じょう

には、朝鮮半島南部の
弁
べん

韓
かん

＊や伽
か

耶
や

＊で産出される鉄を、倭
わ

人
じん

らが交易によって得ていたという記
事が記録されている。

この交易を独占していたのが伊
い

都
と

国
こく

・奴
な

国
こく

＊を中核とする北九州の勢力で
あった。彼らは鉄のネットワークを形成し、日本海沿いに山陰・丹

たん

後
ご

・北陸
と繋がり、鉄を分配することにより、各地のブランド品の獲得や政治的な協
力体制を拡大していった。山陰においては妻木晩田・青谷上寺地などの鉄製
品の素材は、このネットワークにより北九州を経由して得たものであった。

では日本における製鉄はいつから始まったので
あろうか。現在、もっとも古いとされる製鉄遺跡
は、６世紀前半の広島県カナクロ谷遺跡、戸の丸
山遺跡、島根県今

いま

佐
さ

屋
や

山
やま

遺跡などである。しかし
広島県三原市の小丸遺跡は、３世紀、すなわち弥
生時代後期にさかのぼる製鉄遺跡の可能性があ
り、今後の調査が期待される。

いずれにしろ、５世紀から６世紀にかけて、吉
き

備
び

＊を中心に製鉄が活発化し、また丹
たん

後
ご

の遠
えん

所
しょ

遺
跡でも６世紀後半の製鉄コンビナートが形成さ
れ、琵

び

琶
わ

湖
こ

周辺でも多くの製鉄遺跡が営まれた。

一方、伯耆国では、日南町神
かみ

福
ふく

中
なか

野
の

遺跡で
８世紀前半の竪

たて

穴
あな

建物跡で製鉄にともなう鉄
てつ

滓
さい

＊が出土しており、今のところ８世紀代か
ら鉄生産が行われていた可能性が高まってい
る。また倉吉市関金町にある勝

しょう

負
ぶ

谷
だに

遺跡は、
８世紀後半の製鉄遺跡である。いずれも吉備
に接する地域に位置しており、おそらくは吉
備の製鉄集団が、良質な砂鉄を求めて、中国
山地を越えて、伯耆や出雲への進出を図った
と思われる。

８世紀以前には始まっていたであろう伯耆の鉄生産は、平安時
代に入ると、全国でも有数の製鉄の国として認識され始めている。

平安時代初期の９世紀には伯耆国から調
ちょう

、庸
よう

＊として鉄
てつ

鋌
てい

や鍬
くわ

＊

を中央に差し出した記録が、『延
えん

喜
ぎ

式
しき

』（平安時代中期に編
へん

纂
さん

さ
れた格

きゃく

式
しき

（律令の施
せ

行
こう

細
さい

則
そく

））にみえ、また『平
へい

安
あん

遺
い

文
ぶん

』には、
1073年から20年間に東大寺封

ふう

物
ぶつ

として4340鋌もの鉄を全国のな
かで伯耆国のみ差し出していることが記録されている。

近年、山陰道建設の際の発掘調査で、大山北東部の東伯耆で22
か所もの農具など生産する鍛

か

冶
じ

遺跡が発見されたが、高速道に
なった地面だけでこの数ということは、全体では相当数の鍛冶場
があったことが想像できる。まさに製鉄王国・伯耆の誕生である。

前述したように古代の鉄生産は吉備を中心に開始されたが、吉備地方の鉄の原料は、鉄鉱石、あ
るいは砂鉄との混合を主流とした製鉄であった。しかし時代の変化とともに、良質の鉄が求められ
るようになり、その素材として、中国山地の豊富な砂鉄が着目されたのである。

砂鉄は主に花
か

こう岩
がん

に含まれているが、中国山地に多く見られる花こう岩は約１億年前から始まっ
たアジア大陸東

ひがし

縁
ふち

での造
ぞう

山
ざん

運動によって、数千万年かけて形成されたものと考えられている。日本
列島の原型が誕生する500万年前頃から段階的な隆

りゅう

起
き

が始まり、中国山地が誕生。時代が下り、山地
を構成する花こう岩が風化して分離したのが砂鉄である。

山陰側と山陽側では花こう岩に含まれる磁
じ

鉄
てっ

鉱
こう

の量の違いがあり、砂鉄は“真
ま

砂
さ

砂鉄”、“赤
あこ

目
め

砂鉄”
と区分された。山陽側の赤目砂鉄は還

かん

元
げん

しやすく（鉄を造りやすい）、山陰側の真砂砂鉄は還元しに
くいけれど品質の良い鉄が出来た。中でも伯耆、出雲、石見は古代より近世に至るまで良質な真砂
砂鉄を使ったたたら製鉄が盛んに行われ、江戸時代後期より明治時代半ばまで日本一の鉄生産を誇
る地域となったのである。

平安時代には、名工と呼ばれる伯
ほう

耆
き

安
やす

綱
つな

や
その一門によって優れた日本刀が生み出され、
このうち「童

どう

子
じ

切
ぎり

安
やす

綱
つな

」で知られる太
た

刀
ち

は国
宝に指定されている（※詳細は23頁参照）。

近世～近代には山間地域を中心に、大規模
な鉄

か ん な

穴流
なが

しやたたら製鉄が行われ、伯耆地方
の産業や経済を支えた。製鉄や鍛冶に関係す
る遺構や地名・伝承が今なお多く残されてい
るが、歴史的にみて、伯耆は鉄との関わりが
大変深い地域であった。

アイアンロード

たたら製鉄イメージ

江戸時代鉄山業稼
か

業
ぎょう

地帯図

ヒッタイト

スキタイ モンゴール 匈奴
きょう ど

かん
漢（中国）

らくろう
楽浪

やまと
倭（日本）

高
津
川

旭
川

吉
井
川太

田
川

揖
保
川

千
種
川

千
代
川

天
神
川

日
野
川

江川

神
門
川

沼田川

芦田川
高
梁
川

斐伊川

浜
田

湯
泉
津江

津

宇
龍

境
安来

出　雲 印　幡

石
見

備 備

美
作

伯 耆

中 備
前

後安

　
　芸

周

　防 御手洗

広
島

尾
道

玉
島

西
大
寺

牛
窓

絹
干
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日野川の鬼伝説と
中世伯耆の製鉄王たち

大原安綱伝説を歩く
日本刀の名作はなぜ伯耆で始まったのか？

日南町の三
み

国
くに

山
やま

から日本海にむけ流れ出す日野川の流域には、

楽々福と書いて「ささふく」と呼ぶ神社が12社鎮
ちん

座
ざ

し、周辺に

はササフク神の鬼退治の伝説＊が語りつがれている。祭
さい

神
じん

は各社

によって微
び

妙
みょう

に異なるが、孝
こう

霊
れい

天皇＊・大
おお

吉
き

備
び

津
つ

彦
ひこ

命・若
わか

吉
き

備
び

津
つ

彦
ひこ

命など、吉備系の神々が祀
まつ

られている。

この神社群のルーツは、岡山県岡山市に鎮座する吉備津神社

と吉備津彦神社である。『古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

』に「まがね（鉄）ふく吉

備の中
なか

山
やま

」と歌われたまさに古代の製鉄の中心地に祀
まつ

られてい

る。おそらくは孝霊天皇に象
しょう

徴
ちょう

される吉備の人々、しかも製鉄

の技術を携
たずさ

えた人々が、高
たか

梁
はし

川
がわ

─日野川ラインに沿って伯耆へ進出した歴史が、楽々福神社の鎮座

と鬼伝説の流
る

布
ふ

となったと考えられる。

ところで、伯耆の豪
ごう

族
ぞく

といえば紀
きのなりもり

成盛＊がとくに有名であるが、「会
かい

東
とう

郡
ぐん

＊地
じ

主
ぬし

」を名乗る彼の権力

の背景については必ずしも明らかではない。

ところが、前述したササフク神の鬼退治の伝説に、紀氏は深く関わっているのである。紀氏の来

歴を書いた『紀
き

氏
し

譜
ふ

記
き

』（江戸時代中期、進
しん

氏作成）には、孝霊天皇が鬼
き

住
ずみ

山
やま

（伯耆町宮原）の鬼を

退治した際、息子の鶯
うぐいす

王
おう

を大将にし、家来に進
しんの

大
おお

連
むらじ

を従えて、鬼と戦ったという伝承を記録している。

進大連は紀氏の同族である。これは製鉄への紀氏の関与を示すものと考えられる。

紀成盛は「海
かい

六
ろく

＊」を自称し、この地域の海の航路を掌
しょう

握
あく

していたと思われるが、さらに鉄を支配

することによって、紀氏の勢
せい

力
りょく

基
き

盤
ばん

が築
きず

かれていったのであろう。

このような視点で見れば、日野の数少ない豪族たちもまた製鉄王であった可能性が高い。

『源
げん

平
ぺい

盛
せい

衰
すい

記
き

』には、平家方の武士として「小
お

鴨
がも

基
もと

康
やす

（伯耆東部・倉吉付近の武将）、村
むら

尾
お

海
かい

六
ろく

（紀

成盛の別名）、日
ひ

野
の

義
よし

行
ゆき

」の名が見える。当時、日野郡
ぐん

司
じ

＊であった日野氏は、黒坂の要
よう

害
がい

山
さん

城を居
きょ

城
じょう

として、村尾氏（紀氏同族）と比
ひ

肩
けん

される有力豪族であった。

また日野町金
か

持
もち

を本拠地とする金
か

持
もち

氏も、「大
だい

山
せん

寺
じ

縁
えん

起
ぎ

」に大山の宝
ほう

殿
でん

を造営した金持広
ひろ

重
しげ

の名が

みえ、金持氏が鎌倉初期には伯耆国守
しゅ

護
ご

＊に任じられていたとされる。

日野氏、金持氏ともに日野郡を根拠地とするが、かれらの権力基盤を考

えると、豊かな農業生産を背景に成長したとは考えがたい。やはり日野郡

の特性である製鉄にその基盤があったと思われる。

かれらは、南北朝期には名和氏とともに船
せん

上
じょう

山
ざん

の合戦に参戦、功
こう

を挙
あ

げ

ている。これら後醍醐天皇＊を支えた山陰の武士たちは、まさに製鉄王た

ちの集合であったと思われる。

数ある日本刀（太
た

刀
ち

）の中で、とくに名刀とい

われる「天
てん

下
か

五
ご

剣
けん

」のうちの一
ひと

振
ふ

り「童
どう

子
じ

切
ぎり

安
やす

綱
つな

」は国宝に指定され東京国立博物館に収蔵さ

れている。日本刀の世界では神の域にあるとも

いわれ、最高の刀とされる。現在、日本刀に萌
も

える“刀
とう

剣
けん

女
じょ

子
し

”を中心に全国的に日本刀ブームと

なっており、この「童子切安綱」に心を寄せるファ

ンが急増している。海外でも日本刀のファンは多く、世界的にも注目されつつある。ちなみに「童子切」

とは物騒な号だが、凶
きょう

賊
ぞく

退治の名刀が酒
しゅ

呑
てん

童
どう

子
じ

伝説＊に結びついたものと考えられている。

この名刀のルーツを探っていくと、大山を抱き込むように流れる日野川地域との深いつながりが

浮かび上がってくる。『太平記』（1370年頃成立）では「伯耆国会見郡の大原五郎太
たい

夫
ふ

安
やす

綱
つな

という鍛

冶が一
いっ

心
しん

清
せい

浄
じょう

の誠で鍛
きた

え、時の将軍・坂
さかのうえ

上田
た

村
むら

麻
ま

呂
ろ

にこれを奉じたものだという」と記述されている。

伯耆国会見郡は大山の西
せい

麓
ろく

一帯で、日野川水系が会見郡といっても過言でない。実際の場所（大原）

については諸説あり確定できないが、大山の山麓を含む日野川水系のどこかであったことは間違い

なさそうだ。 日本刀で特徴的なのは反
そ

りと鎬
しのぎ

造
づく

り＊。刃を外周として弧状（弓形）に反らし、さらに

強度を損なわないように刀
とう

身
しん

の背側にあたる棟
むね

に沿って小高い線の鎬を通してデザインされた。実

に軽く、振り回しやすいということだが、この革新的な反りのある日本刀を考案したのは安綱とい

うこと。当地は日本刀のルーツであることは間違いなさそうだ。

さ
か
い
み
な
と

飯
梨
川

伯
太
川

日
野
川 佐

陀
川やすぎ

よなご

ほうきみぞぐち

しょうやま

か
み
す
げ

だいせんぐち

なわ

余子神社
（境港）

高杉神社
（宮内）

楽々福神社
（上安曇）

佐々布久神社
（石原）

楽々福神社
（篠相）

楽々福神社
（宮原）

楽々福神社
（印賀）

西楽々福
神社（宮内） 東楽々福神社

（宮内）

菅福神社
（上菅）

山田神社
（砺波）

日谷神社
（笠木）

孝霊山

伯　　耆

出

　
　雲

日吉津

毛無山

花見山
大倉山

境港市境港市
日
吉
津
村

日
吉
津
村

米子市

南部町

日南町
日野町

伯耆町

大山町

「伯耆安綱」ゆかりの地
安綱は伯耆国大原出身と言われているが、現在の伯耆町大原、日南町大原、
倉吉市大原、米子市日下などの諸説がある。

江府町

琴浦町

倉吉市
★

★

★

★

北栄町

三朝町

湯梨浜町
鳥取市

岩美町

八頭町

若桜町

智頭町

伯耆安綱解説板
（米子市日下）

大原安綱の碑
（西伯郡伯耆町大原）

大原の里
（倉吉市大原）

大原安綱の墓と伝えられる墓石
（日野郡日南町大原）

楽々福神社と関連社分布図

東
ひがし

楽
さ

々
さ

福
ふく

神社（日南町宮内）

国宝・童子切安綱
伯耆国大原の安綱が作刀した名刀。安綱は平安時代に活躍し
たとされる刀工。

1398年に描かれた弓浜半島
島根半島方面より大山側を鳥

ちょう
瞰
かん

した絵図。日
本刀を彷

ほう
彿
ふつ

させる形をしているのは偶
ぐう

然
ぜん

か。

安綱伝説の地は大山の山麓に４か所あるが、それぞれに云い伝えなどがあり、場所
は特定できない。太平記に会見郡と記されているが、安綱の時代から約400年後
に著された南北朝時代の軍記物語でもあることを勘

かん
案
あん

すると、南北朝時代の伯耆国
会見郡のたたら製鉄や作

さく
刀
とう

技術集団の情報が下敷きになっている可能性がある。
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弓浜半島物語 Chapter 5　  砂との闘い

砂
と
の
闘
い

砂
と
の
闘
い  

─
米
子
市
北
部
と
弓
浜
の
開
拓

─
米
子
市
北
部
と
弓
浜
の
開
拓

地
域
の
歴
史 

４

古代の「半生郷」から中世の勝田庄へ歴史をたどってき

たが、米子と弓浜の本格的な開拓が始まったのは近世に

なってからのことであった。

しかしその開拓の歴史は、押し寄せる膨
ぼう

大
だい

な砂との闘
たたか

い

を意味した。その逆境をプラスに転換したのは、村人たち

の先
せん

駆
く

的な試みと、たゆまぬ日々の労働、そして米川の開
かい

削
さく

であった。

米子城跡から望む弓浜半島

米子市立図書館2005「ふるさと米子　探検隊」第２号　米子城入門の巻より転
てん

載
さい

米
子
城

築
城
の
概
要

米
子
城
下
の
形
成
と
弓
浜
半
島

中世より砂州が成長し半島が形成
されていったが、半島中央部は砂丘
が連

つら

なり、江戸時代以前は未開の砂
の大地が広がっていた。

木々も少なく、強風が吹けば砂
すな

嵐
あらし

になるようなところで、一部の海岸
域を除いて、集落もなかった。米子
は海岸部（現在の灘町周辺）には小
さな町があったが、本格的な町の形
成は1590年代に吉川広家が米子城の
築城を開始したことに始まる。

当時の米子市街地周辺の地形は加
茂川周辺の低地と北側（北西～北東）
に広がる砂丘で構成され、城下町は
湊山（城山）の麓から加茂川周辺の

低地に形成された。砂丘と低地の境には寺を
配置（寺町）し城下町の外

がい

郭
かく

とした。
左図は現在の米子市街地の標高の南北断面

図だが、寺町より北側は標高が７ｍ前後で、
南側（城下町）はほぼ２ｍ未満の低地である
ことがわかる。

城下町形成の際には砂丘部分から低湿地に
砂を運んで埋め立てしたことが想像できる。

1591年、吉
きっ

川
かわ

広
ひろ

家
いえ

＊は豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

より出雲３郡・伯
耆３郡、隠岐など14万石を認められ、月

がっ

山
さん

富
と

田
だ

城
じょう

（現
安来市）を本城としたが、月山富田城は交通の便
が悪く交易に不便でもあり、円滑な雲

うん

伯
ぱく

＊、隠岐統
治を行うためには新たな政庁が必要ということで、
交通の便も良く、領地・海（中海、美保湾）がほ
ぼ見渡せる湊山に築城を着手した。しかし築城半

なか

ばで、吉川氏は岩国に国
くに

替
が

えとなった。
1600年、替

か

わって米子を治
おさ

めたのが中
なか

村
むら

一
かず

忠
ただ

＊で
ある。彼と家老の横

よこ

田
た

内
ない

膳
ぜん

によって、1602年、城
は完成し、城下町の骨格も作られた。しかし中村
氏の治

ち

世
せい

も短く、1610年には加
か

藤
とう

貞
さだ

泰
やす

＊が米子城主
となり、城下町は完成された。

江戸時代前半　1600年代の米川開削前の古地図
当時の村は主に半島北部（境港側）に集中し、中央
部より米子側は未開発の砂丘が広がっていたことが
わかる。

城下町は米子城を中核に、西伯耆の文化
的、経済的な中心都市として、繁

はん
栄
えい

した。
内堀、外堀を中心に形成され城下町の町

まち

割
わり

や街道は、現在の米子の町の基礎と
なっている。

↑米子城天守は弓浜半島も見渡せる湊山
頂上（標高90ｍ）に建てられた。

伯耆国絵図（部分）鳥取県立博物館蔵
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弓浜半島物語 Chapter 5　  砂との闘い

弓
浜
の
開
拓

近世における弓浜開拓には、いくつかの要因があったと思わ
れる。第一は、前述したように、吉川氏による米子城下の形成
が始まったこと。第二は、長い戦国の時代が終わり、多くの帰

き

農
のう

武士たちがこの地に開拓者として投入されたこと。第三は、
村人たちの砂丘地克

こく

服
ふく

へのさまざまな試みが甘
かん

藷
しょ

や綿などの特
産品を産んだこと。第四は、言うまでもなく米

よね

川
がわ

の開
かい

削
さく

である。

帰農武士の砂丘地への入植

米川の開削

吉川氏が富田城から米子城への移転を決めたのは、海・港に
臨み、海上交通の拠

きょ

点
てん

としての町づくりを形成する目的もあっ
た。これにより、広大な砂丘地であった勝田庄をふくむ日野川
西岸の急速な開発が始まった。

それらの開発を担ったのが、他地域からの開拓集団の入
にゅう

植
しょく

で
ある。たとえば海

か い け

池村（現在の皆
か い け

生）では、尼
あま

子
ご

遺
い

臣
しん

の八
や

幡
わた

氏、
海池浪

ろう

人
にん

と呼ばれた堀尾家の樋口氏・小杉氏、あるいは中村氏
支族の荒木氏らが開拓に励

はげ

んだ。そのほかにも、米
よね

原
はら

・東福原
村を開

かい

墾
こん

した美
みま

作
さか

（現在の岡山県）出身の原田氏一門、大篠津
村の尼子氏の遺臣・安田氏、甲

か

斐
い

武田の浪人・井田氏など、枚
まい

挙
きょ

にいとまがない。戦国時代の戦闘に費
つい

やされていたエネルギー
が、新田開墾へ注ぎ込まれていったのである。

しかしそれは、砂とのあくなき闘いの始まりでもあった。

近世における弓浜の開拓の流れをたどったが、これら
の開拓を可能にしたのは、何といっても米川の開削であ
ろう。

弓 浜 半 島 は 米 子 城 築 城 か ら 約100年 後 の 元
げん

禄
ろく

13年
（1700）、鳥取藩は半島を貫く農業用水路（米川）の開削
に取り組み、宝暦10年（1760）に60年をかけて完成させた。

左図は幕末の天保９年（1838）に完成した天
てん

保
ほう

国
くに

絵
え

図
ず

。
25頁の絵図から約200年後には弓浜半島全体に村が形成
され発展し、半島中央部の砂丘が開拓され、農地開発が
進んだ。米川開通前と開通後100年たった文久３年（1863）
を比

ひ

較
かく

すると、大
おお

崎
ざき

地区が39戸から255戸、渡
わたり

地区が84
戸から530戸に増加しており、米川の開削が地域の発展に
大きく寄与したことを物語っている。

江戸初期から始まった半島の綿花生産は、米川開削も
あり半島全体に広がった。北

きた

前
まえ

船
ぶね

＊で全国各地に販売され、ブラン
ド綿「伯州綿」として地位を確立。最盛期には全国有数の生産高を
誇った。
「伯州綿」は日野郡産のたたら製鉄の「鉄」とともに鳥取藩の財

政を支え、明治維新後も地域経済を牽
けん

引
いん

した。

村人の先駆的試み❶─甘藷（さつまいも）

村人の先駆的試み❷─綿作

水のない弓浜の開拓は困難を極めた。砂地に適し
た作物はないのか、村人の模

も

索
さく

がつづくなか、安
あん

永
えい

９年（1780）境村の幸次郎は、石
いわ

見
み

国
こく

静
しず

間
ま

村の船
せん

頭
どう

甚右衛門から種
たね

芋
いも

を入手した。この芋は、石見の
大森銀山の代官・井戸正明が窮

きゅう

民
みん

対策として鹿児島
から移入した甘藷であった。幸次郎が試作すると、
弓浜の砂地に適していたのか、どんどん収

しゅう

穫
かく

量
りょう

が増
え、近隣へ広がっていった。この甘藷こそ、まさに
弓浜の命を繋

つな

ぐ食であった。
弓浜には、今も芋

いも

塚
づか

・芋
いも

代
だい

官
かん

碑
ひ

が各所に残されて
いる。

延
えん

宝
ぽう

４年（1676）境村の新兵衛は、備中玉島から綿の実を持ち帰っ
た。この一粒の実が、伯耆を代表する特産物に成長していくのである。

その背景には、たとえば大崎村・五左衛門による干ばつに耐える
「伯

はく

州
しゅう

綿
めん

＊」の品種改良など、弓浜の村人のたゆまぬ品種改良の努力
がある。また肥料として安価な隠岐産・中海産の藻

も ん ば

葉を使用して、
経済効率の向上にも努めた。

そしてなにより、弓浜の風土である。綿作は排水のよい砂質の土
ど

壌
じょう

と、開花期には高温、実が熟す頃は乾
かん

燥
そう

を必要とするが、これら
の条件が弓浜の砂丘地に備わっていたのである。

江戸時代の綿作の特産地は、初期は畿
き

内
ない

とその周辺、中期は瀬戸内海沿岸諸国であったが、末期
から明治の初期になると、関東・東海についで伯耆へと移っていく。そして明治10年（1877）には、
全国５位の座を占めるに至った。当時、弓浜半島に8700余りの綿井戸＊があったということで、その
規模がうかがえる。

皆生新田開発の象徴・八代荒神社

芋代官碑（境港市外
との

江
え

町　補
ほ

岩
がん

寺
じ

）

綿摘み作業

幕末1838年（米川開通後）の古地図
25頁の古地図と比較して、半島の村が約３倍増
になったことがわかる。

日本海

日
野
川

米川
中海
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弓浜半島物語 Chapter 6　  明治から令和の時代と弓浜半島

明
治
明
治
か
ら
か
ら
令
和
令
和
のの
時
代
時
代
とと
弓
浜
半
島

弓
浜
半
島

地
域
社
会
の
変
遷

江戸時代に農地として開拓が進んだ弓浜半島は、明治時

代になると開国を機に近代化が始まった。交易の港として

の境港の整備を始まりに、鉄道の敷
ふ

設
せつ

、戦後には道路網の

整備、空港の整備など交通インフラが整い、さまざまな地

域の開発が進むこととなった。海路、鉄路、陸路、空路が

集積した全国でも有数の半島は、新時代をリードするエリ

アへと歩みを進めつつある。

境港は水産業が基幹産業だが、それは戦後になってから。明治時代、弓浜（境から

淀江にかけての砂浜）で、地
じ

引
び

き網
あみ

が行われ、カタクチイワシ・カレイ・エビなどが

水
みず

揚
あ

げされていた。

当時、イワシは肥料として弓浜の綿花栽培「伯州綿」に活用された。

大正期に入ると動力船が導入され、機
き

船
せん

底引き網漁業が発達し、漁
ぎょ

獲
かく

高
だか

が上昇。戦後、

流通網の整備とともに日本を代表する水産都市となっていった。

※戦後とは第二次世界大戦後のこと

※境～米子～御来屋間に当初設置された他の駅は、大篠津、後藤、熊
くまんとう

党、淀江。

T O P I C S

明
治
か
ら
昭
和（
戦
前
）

─
弓
浜
半
島
の
近
代
化

加茂村加茂村

福米村

T
S
B
W
H
１
２

N

22 22

22

22

WW

WW

22

11
SS

22
22

SS

SS

BB

TT
BB

SS

SSSS

SS

HH

劇場
学校
銀行
工場
病院
町役場
官公庁

成実村

住吉村

角
盤
町
通
り

角
盤
町
通
り

山陰
道

山陰
道

新上方往来
新上方往来

朝日
町通
り

朝日
町通
り

後藤駅後藤駅

米子駅米子駅

銅版画に見る境港の近代化

鉄道敷設が近代化を促進

砂の半島・弓浜は江戸時代に不毛の大地から、日本有数の綿の生産地に
なり富を生み出した。そこには半島の先端・境港の存在もあった。日本海
側有数の良港といわれ、境に入港した「北

きた

前
まえ

船
ぶね

」は綿の栽培に必要なニシ
ンなどの魚

ぎょ

肥
ひ

を降ろし、「伯州綿」や日野郡産の「鉄」などを積み出した。
また混

こん

載
さい

品として米や海産物などの日用品も輸送され、江戸時代中期以降
急速に発展し、最盛期の明治初年には、約2000隻

せき

の船が入港していたとい
う記録が残る。明治16年（1883）には全国主要港湾に指定され当地域の
交通・運輸の中心的役割を果たした。

左図は少し時代が下
くだ

った明治29年（1896）の様子を描いた銅版画。千
石船＊だけではなく、汽船＊が描かれている。

明治35年（1902）、当時の交易センターであった境港を起点に半島を貫き、
米子、御

み

来
くり

屋
や

を結ぶ山陰初の鉄道が敷設され、弓浜半島に新しい時代が来た。
明治40年に鳥取まで、41年に松江に路線が伸び、45年に京都～出雲間が開通、
山陰線が全線開通した。その後、交通・運輸の中心が鉄道に移り、その拠

きょ

点
てん

となった米子は米子駅を中心に都市が形成されていくこととなった。

鉄道開通に併
あわ

せ、明治36年から38年にかけて城下町周辺部の畑作地帯
（現在の角盤町、錦町周辺）の区画整理が行われ、従来の城下町の町割に
加え、現在の市街地の基礎となるデザインが出来、角盤町通りなど街の軸
になる道路が設置された。同時期、多様な会社が設立され、商工都市米子
の基盤ができる（明治38年米子製鋼所、40年山陰電気株式会社、41年山
陰日日新聞社、44年米子海
陸運送など）。

明治45年には山陰線全線
開通を記念して全国特産品博
覧会が区画整理後設置された
米子高等女学校（現在のふれ
あいの里）を会場に開かれ、
30万人以上の入場者があっ
た。この開催で米子の近代化
が促進されることとなった。 明治41年当時の米子市街図（岩佐武彦氏原図）
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弓浜半島物語

戦時中、皆生温泉に傷病兵転地療養所、陸軍病院分院、二つの軍用空港設置など軍関連の施設が次々に整備された

が、その延長線に昭和20年３月に軍医養成を目的に設立された官立米子医学専門学校（後の鳥取大学医学部）もあった。

戦後、それらはカタチを変え地域の発展を支える礎
いしずえ

にもなった。

T O P I C S

皆
生
温
泉
の
開
発

弓
浜
半
島
に

開
設
さ
れ
た

二
つ
の
空
港

皆生で温泉が発見されたのは明治初年頃。200ⅿ沖の海底から熱い温泉が湧
いていることに漁師が気づいた。

その頃、日野川上流域で “たたら製鉄” が全盛期。土砂が大量に運ばれ、毎
年浜が広がっていき、波打ち際で湧きだすようになり、明治44年に温泉源を掘
り、温泉場を開業。

大正10年（1921）になると、本格的な温泉開発と温泉街の整備が始まった。
当時は山陰線が全通しており、また伯備線全通も控

ひか

え、大規模な温泉保養地を
目指して動き出した。

大正12年（1923）には米子駅から皆生を結ぶ路面電車を計画し、２年後に
は角盤町（現在の米子市公会堂）から開通させ（現在の皆生通り）、翌年には
米子駅前までの乗り入れを果たす。しかし、軍の命令（両三柳の陸軍飛行場造
成で工事車両の支障になるとして）により、昭和13年（1938）に廃止となった。

大正14年当時は、旅館数16軒、入湯客数約10万人。当時としては驚異的と
報道されるほどの入湯客数だった。

戦時中は傷
しょう

病
びょう

兵の転
てん

地
ち

療
りょう

養
よう

所
じょ

が開設され、さらに姫
ひめ

路
じ

陸軍病院分院（後の
国立病院機構米子医療センター）も設置され、戦時下でありながら活気づいて
いた。

戦後は団体客が多く訪れるようになり、今日に見られるような温泉街に発展
した。

昭和20年（1945）８月の終戦まで、両三柳（現在の米子ゴルフ場）と大篠津（現米子空港）に軍
用飛行場があった。両飛行場とも広大な砂の平地で、滑

かっ

走
そう

路
ろ

の造成工事が比較的容易であり、離着陸
に重要な風向が安定していること、中海、美保湾の水域に面していること、さらに大陸に近いなど立
地に恵まれていること等の理由で、戦時下の国策で設置された飛行場であった。

昭和13年に完成したのが陸軍三柳飛行場
（逓

てい

信
しん

省の航空機乗員養成所も設置）。14年に
は米子－大阪間に国内空路が開かれ、15年か
らは日本海横断空路が開かれ、東京－京城（ソ
ウル）－新京（長春）を結ぶ国際線の飛行機
が燃料補給を主目的に就航した。滑走路は軍
用機の標準規格の1,200m。終戦で米軍に接収
される。返還後、飛行場はゴルフ場、乗員養
成所は陸上自衛隊・米子駐屯地に。

昭和14年から造成され18年に完成した美保飛行場
では、艦

かん

上
じょう

戦
せん

闘
とう

機
き

、爆
ばく

撃
げき

機
き

の搭
とう

乗
じょう

訓
くん

練
れん

を任務とする
艦上機航空隊と甲種（少年）飛行予科練習生の教育部
隊が創設され、多くの若者が日夜訓練に明け暮れた。

数千人の隊員を有し戦争末期には、爆撃部隊も配
備され日本海側有数の基地となったが、 終戦ととも
に、連合軍に接

せっ

収
しゅう

され米軍などの進
しん

駐
ちゅう

もあった。昭和
33年に返還、航空自衛隊美保基地となった。現在は
民間の米子鬼太郎空港としても広く利用されている。

米子市観光鳥瞰絵図（昭和11年）山陰歴史館蔵

滑走路と飛行機 美保基地航空祭（昭和38年）の様子

米子陸軍飛行場（両三柳飛行場） 美保飛行場（美保海軍航空基地）
現在の航空自衛隊美保基地、米子空港

Chapter 6　  明治から令和の時代と弓浜半島
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弓浜半島物語

昭
和（
戦
後
）か
ら
令
和
へ
の
変
遷

戦争で多くの破壊や社会体制の大変革が行われ、混
乱期もあったが、まもなく復興期を迎え昭和30年代に
なると高度成長期を迎え、昭和50年代になると安定成
長期、昭和60年代はバブル経済期、平成時代になると
低成長期を迎え現在に至る。弓浜半島や周辺の地域は
時代変化とともに、大きく様変わりをしてきた。

日本海側の拠点を目指し、
交通インフラの整備

道路整備

空港整備

昭和30年代までは鉄道が主要な交通ネッ
トワークだったが、40年代はモータリーゼー
ションの進展で道路整備が一気に進み、弓浜
半島を貫く主要道路・産業道路（国道431号）
が昭和43年開通した。同48年には４車線とな
り、さらに平成９年（1997）には中国横断
道岡山米子全線開通で431号と繋がり、同年

「ジャパンエキスポ・山陰夢みなと博覧会」が
開催され、大盛況となる。来場者は約193万人。

農業
戦後は弓浜半島全体で稲作、畑作が広く行われた。さら

に、中海干拓事業で平成元年（1989）に弓浜半島西側に
弓浜干

かん

拓
たく

地
ち

（境港）、平成４年に彦
ひこ

名
な

干拓地（米子）が供
用され、広大な農地が出現した。現在の半島の主な作物は
ブランドにもなった白ネギ、ダイコンなどであるが、時代
の変化や農業人口の減少もあり、耕作放

ほう

棄
き

地
ち

が広がる。

港湾整備
道路整備とともに境港の水産基地形成が加速していっ

た。平成４年には水揚げ量日本一を記録し、日本を代表
する漁港となった。

境港では水産、水産加工のみならず貿易、観光などの
交易・交流の拠点として外港などの整備が進み、また海
外からの大型クルーズ船にも対応した貨客船ターミナル
も令和２年（2020）に完成した。

鉄道（JR境線）の観光路線化
モータリーゼーションに押され、一時は廃線の話も出

たが、平成５年に誕生した水木しげるロードの賑
にぎ

わいに
併せ、「鬼太郎列車」の運行や、境線の「妖

よう

怪
かい

路線化」な
ど観光路線化をすすめ、地域にはなくてはならない存在
感のある路線となった。2022年には開通120周年を迎える。

観光地化
観光地としての弓浜半島が注目されつつある。境港の

水木しげるロード、鬼太郎列車の境線、夢みなとタワー
周辺のマリンゾーン、ヨットハーバー、江島大橋（べた
踏み坂）、そして境港と米子皆生温泉をつなぐ白砂青松の
弓浜サイクリングコースの新設、ラムサール条約の拠点
施設・米子水鳥公園、城ブームで見直しされつつある米
子城、そして開発100周年を迎えた皆生温泉。半島全体が
宿泊施設も備わったシーサイドリゾート、半島リゾート
として注目される観光地になる可能性を秘める。

弓浜半島を横断するように立地する米子空
港（航空自衛隊美保基地と共用）は昭和33年
より路線が開設され、昭和55年の空港ターミ
ナルビル供用開始以降はジェット化、滑走路
延長（2500ｍ）などにより順調に利用が伸び、
国際便も就航し当地の空のゲートウェイとし
て重要な役割を果たす。地域の観光活性化も
狙い「米子鬼太郎空港」と愛称が付けられた。

彦名干拓地

境港に寄港中の大型クルーズ船

JR境線・鬼太郎列車（境港駅）

夢みなと公園（境港市）

国道431号

米子空港

Chapter 6　  明治から令和の時代と弓浜半島
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46億年前 地球誕生
（約40億年前に海が誕生）

２億5000万
年前

火山活動、地殻変動で島や大陸誕生、
分裂、集合を繰り返し現在へ至る

2000万年前 日本列島が大陸から裂かれる地殻変動
が発生

100万年～
50万年前

大山の噴火活動。古期大山成立

20万年前 ヒト（新人類）誕生
猿人・アウストラロピテクスは400万年前

５万年～
１万年前

古期大山のカルデラ上に巨大な溶岩
ドームを形成した新期大山成立

３万年前 大山山麓にヒトが住み始める

１万年前 日本列島と日本海が形成され、現在と
ほぼ同じ温暖湿潤な気候となる

5000年前 気候温暖化で、海水準が上がる（縄文
海進）。内浜の水底で砂州の形成。周
辺の海辺、丘陵に集落形成

2500年前 冷涼化で海水準が下がる（弥生小海
退）。弓浜砂州が出現。先端部の境港
と付け根の米子の砂丘地、周辺の微高
地に集落立地。この頃、稲作、鉄器が
伝わる

2000年前　　　　
(A.D.1年）

青木、妻木晩田遺跡など大規模な高地
性集落が周辺部に立地。低地では開墾、
稲作。日本海を舞台にした交易が広く
行われる

100 四隅突出型墳丘墓がつくられ始める
（妻木晩田遺跡など）

200 239 邪馬台国の女王卑弥呼が魏に使いを出す
300 古墳がつくられ始め、しだいに大型化
400 渡来人の交流とともに、大量の鉄鋌が

鍛冶原料として持ち込まれる。稲作の
生産性が上がる

500 向山古墳群、宗像古墳群など周辺部で
前方後円墳、大型円墳が築かれる

538 仏教が伝来（日本書紀では552年）
587 清水寺（安来市）開創

６世紀後半 日本で砂鉄製錬による鉄の生産始まる
600 聖徳太子（厩戸皇子）が活躍する

645 大化の改新
伯耆国成立。この頃、上淀廃寺、大寺
廃寺開創

701 大宝律令完成。日本史上初めて律と令
がそろって成立した本格的な律令

700 海進により弓浜砂州は一部が海面下と
なり夜見島と呼ばれる島になる
日野川流域などでたたら製鉄が始まる

710 奈良の平城京が都となる

712 古事記完成
718 大山寺開創。同時期、美保神社創建

弓浜半島歴史年表
720 日本書紀完成
733 出雲国風土記完成
741 諸国に国分寺、国分尼寺開創
752 東大寺の大仏がつくられる

800 海進がおさまり、弓浜砂州が徐々に姿
を現す
日野川流域など伯耆国で広くたたら製
鉄が行われる

794 平安京に都が遷される
900 摂関政治が全盛期

この頃、伯耆（大原）安綱とその一門に
よる日本刀の作刀が始まる。童子切など

1000 末法思想が広まる
1073 東大寺封物として伯耆から鉄鋌。20年間
1086 白河上皇が院庁で院政を始める

1100 1185 平氏が滅び、鎌倉幕府が確立する
1200 1221 承久の乱

後鳥羽上皇が隠岐へ流される
1248 出雲大社の本殿建替（３本の大柱を束

ねた巨大柱の本殿）
1300 1332 元弘の乱

後醍醐天皇が隠岐へ流される
1333年隠岐脱出、船上山で挙兵
建武の新政へ

1338 足利尊氏が幕府を開く
1400 1467 応仁の乱がおこる（～1477）

米子飯山に山名宗之が砦を築く
1484 日野の鉄山を支配し、鉄の技術集団で

あった蜂塚氏が江尾城を築城
1500 1524 尼子が伯耆に侵入。米子、淀江、尾高

などの城（砦）を攻め落とす
1540 ヨーロッパ人の来航が始まる

尼子の富田城下（安来市）栄える
1566 毛利が尼子を破り、山陰は毛利支配下に
1573 織田信長により、室町幕府滅ぶ
1581 鳥取城落城。豊臣秀吉が伯耆一円を支

配。1585年、秀吉と毛利輝元の和睦。
西伯耆が毛利領に

1590 豊臣秀吉が天下統一を果たす
1591 吉川広家が秀吉から西伯耆、出雲、隠岐

など12万石を与えられ、居城を月山富田
城から米子に変え、この頃築城開始

1600 1600 関ヶ原の戦いで徳川家康が勝つ
吉川広家は西軍として出陣。周防国岩
国に転封。中村一忠が伯耆国領主にな
り尾高城に入る

1602 米子城完成。中村一忠、尾高城から米
子城に移る

1603 徳川家康が征夷大将軍に任官し、江戸
幕府開く

1609 中村一忠20歳にして死、中村家は断絶
1610 加藤貞泰が伯耆国会見郡・汗入郡の領

主となり入国
1611 堀尾吉晴により松江城完成

1615 大坂夏の陣で豊臣氏滅亡
幕府は一国一城令を発布するも、米子
城は保存と決まる

1617 因伯領主となった池田光正の一族、池
田由之が米子城預かりとなる

1637 池田光仲が因伯支配。家老荒尾氏が米
子城預かりとなり、1869年まで代々荒
尾氏が城を預かり管理

1678 備中玉島から綿の実を入手し、綿の栽
培を始める。明治時代にかけ、弓浜半
島の主要な作物「伯州綿」に。明治10
年には全国５位の生産量を誇る

1694 日野郡鉄山を鳥取藩の御手山とし、鉄
奉行、鉄目付を置く（～1698年）

1700 1700 弓浜半島を貫く農業用水路・米川の開
削始まる。1701年両三柳村、1727年
には下大崎灘まで、1759年に境港延伸

1779 近藤家（根雨）たたら製鉄操業開始
1780 弓浜の開拓が進むが困難を極める。石

見国から甘
さつまいも

藷を入手、命をつなぐ
1800 1800 日野郡産鉄は米子港から全国へ流通

1823 砂鉄採取取締令。たたら（鉄穴流し）
廃砂流出で日野川氾濫防止のため

1835 境鉄山融通会所設置。日野郡産鉄を境
港から出荷。千石船が入港、山陰屈指
の貿易港として歩み始める

1867 大政奉還・王政復古の大号令
1868 明治維新
1869 朝廷より米子城返上の命令。1873年城

内建物は売却、取り壊し
1872 太陽暦採用
1883 境港、全国主要港湾に指定される
1887 日野郡二部村に福岡山製鉄所設立。近

藤家、海軍省に造艦用鉄の納入
1889 大日本帝国憲法発布
1890 小泉八雲が松江へ（～1891）

外国産の安い綿の輸入が始まり、綿作
から養蚕（桑作り）へ換金作物の転換

1893 明治年間最大の水害が発生。日野川流
域の砂鉄採取停止の陳情

1894 日清戦争（～1895）
1900 1902 山陰初の鉄道（境港-米子-御来屋）開

設。1907年鳥取、翌年松江まで延伸
1904 日露戦争（～1905）
1911 皆生の浜に温泉場が開業。たたらの廃

砂が大量に供給、砂浜が沖合に広がる
1912 山陰線（京都-出雲間）全線開通。米

子で全国特産品博覧会開催
1914 第一次世界大戦勃発。鉄価上昇。1919

年世界大戦講和により、鉄価下落
これを契機に日野郡すべてのたたら製
鉄廃業（1921年）。同時期、日野川河
口からのたたらの廃砂流出が激減

1919 伯備線一部開通（伯耆大山-溝口間）　
1928年に全線開通

1920 皆生温泉の本格的な開発。翌年に優秀
な温泉源を掘り当て、旅館が次々開業

1923 関東大震災
1925 米子-皆生温泉間に電車路線開業。26

年には米子駅前に乗り入れ
1927 米子市誕生。会見郡米子町から郡合併

による西伯郡米子町を経て市政施行
1935 たたら製鉄の終焉で急激に皆生温泉海

岸線が後退。波打ち際の旅館、泉源が
波にのまれ危機的状況に

1936 大山、国立公園に指定
1937 日中戦争
1938 米子-皆生温泉間の電車廃止

米子陸軍飛行場（両三柳飛行場）開設
1941 太平洋戦争（～1945）
1943 鳥取大震災
1943 美保海軍飛行基地（美保飛行場）開設
1945 官立米子医学専門学校設立（後の鳥取

大学医学部）
終戦

1946 日本国憲法公布
農地改革始まる

1950 朝鮮戦争
1954 米子空港開港。1958年より定期路線開

設（米子-大阪）
1956 境港市誕生
1959 岩戸景気
1964 東京オリンピック開催
1971 皆生沖に離岸堤設置、砂浜が復活し

1978年に海水浴場開設。1981年、国
内初のトライアスロンを皆生海岸、大
山山麓などを舞台に開催

1973 第一次石油危機
1989 バブル経済（1986-1991好景気。1993

年にかけてバブル崩壊）
1995 阪神・淡路大震災
1997 中国横断自動車道岡山米子線全線開通

／山陰・夢みなと博覧会（境港）　
1999 中海干拓中止決定

妻木晩田遺跡の全面保存決定。国史跡に指定
2000 2000 鳥取県西部地震

2001 アメリカ同時多発テロ事件
2004 境港と中海の江島を結ぶ「江島大橋」開通
2005 中海がラムサール条約の登録湿地に
2008 リーマン・ショック。世界規模の金融危機
2009 米子空港滑走路2,500m化
2011 東日本大震災
2020 白砂青松の弓ヶ浜サイクリングコース

（皆生温泉-境港）開通
境夢みなとターミナル完成。 大型ク
ルーズ船などの拠点

前期 旧石器

中期 旧石器

後期 旧石器

縄文 草創期

縄文 前期末

弥生

古墳

飛鳥・白鳳

奈良

平安

鎌倉

南北朝

室町

安土桃山

江戸

明治

大正

昭和

平成

令和
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これまで弓浜半島の歴史を太古より現代まで俯
ふ

瞰
かん

してみました。地球規模での地殻変動、気候

変動がこの地域の基礎的地形を創
つく

り出
だ

し、さらに私たちの祖先の営みが加わり、巨大な弓状の砂

州を形成することとなりました。その規模は大山の麓
ふもと

から境港まで美保湾岸約20キロ、米子城の

ある湊山から境港までの中海側の海岸が約16キロ、幅は３〜４キロと壮大なもの。あたかも霊
れい

峰
ほう

大山から「神々の国の首都・出雲」の地につながる巨大な架
か

け橋のようでもあります。そんな大

地で、先人は砂と闘い、そして後には砂の恩恵を受けて豊かな地域を作り上げてきました。そし

て現在は、未来を指向したサステイナブル（持続可能）な挑戦が始まりつつあり、さらなる可能

性を広げています。この「Roots 弓浜半島物語」の発刊が当地ならではの “砂
サ

州
ス

テイナブルデザイ

ン” を描くきっかけにしていただければ幸いです。

※サステイナブル（Sustainable）とは、国際社会共通の目標として国連に加盟するすべての国（193か国）の全会一

致で採
さい

択
たく

された「S
エスディージーズ

DGs 〜 S
サ ス テ イ ナ ブ ル

ustainable D
デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト

evelopment G
ゴ ー ル ズ

oals（持続可能な開発目標）〜」の重要なキーワード。わ

かりやすく表現すると「すべての人と地球環境に配
はい

慮
りょ

することで、より良い状態を守りながら未来へと受け継いで

いくこと」といった意味合いになります。
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砂
さ
州
す
	 河口周辺で、川や海の流れによって砂や岩がたまって形成される細長い地形。

出
いずものくに
雲国風

ふ
土
ど
記
き
	 和

わ
銅
どう
６年（713）、諸国に風土記の編

へん
纂
さん
が命じられ、天

てん
平
ぴょう
５年（733）

に『出雲国風土記』　が完成。完全な形で残るのはこの風土記だけ。伯
耆国も風土記が作成されたが、逸

いつ
文
ぶん
のみが伝わる。

海
かい
進
しん
・海

かい
退
たい
	 気候の変化（温暖化、寒冷化）などによって海面の高さが上下する現象。

海進は海面が高くなり、内陸部まで海が入り込み、海退はその逆の現象。

たたら製鉄と鉄
かんな
穴流
なが
し	 砂鉄を原料とし、木炭を燃料として行う製鉄方法。中世以降、鉄の需要

増大で砂鉄を大量採取するため、山を人
じん
為
い
的
てき
に切り崩

くず
す手法「鉄穴流し」

が行われ、膨
ぼう
大
だい
な量の土

ど
砂
しゃ
（廃
はい
砂
さ
）が川から海へ排出された。

対
つしま
馬海
かい
流
りゅう
	 太平洋を流れる黒

くろ
潮
しお
から分かれ、東シナ海から対馬海峡を経て日本海東

側を流れる暖
だん
流
りゅう
。

R
ル ー ツ

oots（英語）	 植物などの根
ね

元
もと

（根っこ）、大
おお

本
もと

の意味から転
てん

じて、物
もの

事
ごと

の始まり、根
こん

源
げん

、
由
ゆ

来
らい

や祖
そ

先
せん

のことを表
あらわ

します。

黒
こく
曜
よう
石
せき
	 火山岩の一種で、黒色、ガラスと似た性質をもち、割ると鋭

するど
い断面にな

ることから、旧石器時代からナイフや矢
や
尻
じり
として使用された。現在も隠

岐の島で産出する。

サヌカイト	 讃
さ ぬ き
岐岩
がん
とも言われ、香川県などで採取される安

あん
山
ざん
岩
がん
。古代の石器の材料

として使用された。

潟
せき
湖
こ
（ラグーン）	 砂州やサンゴ礁

しょう
によって外海から隔

へだ
てられた浅い水域。

纏
まき
向
むく
遺
い
跡
せき
	 奈良県桜

さくら
井
い
市に位置する弥生時代末期から古墳時代前期に営まれた集落

遺跡。大
やまと
和王
おう
権
けん
の発
はっ
祥
しょう
の地であり、前方後円墳の発生の場でもある。
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律
りつ
令
りょう
国
こっ
家
か
	 中国の隋

ずい
や唐

とう
などを参考に、７世紀後半（飛

あす か
鳥時

じ
代
だい
後期）から10世紀

の間に実施された政治制度。公
こう
地
ち
公
こう
民
みん
（土地や人はみな国のものとする

制度）を基本とし、税や兵
へい
役
えき
など、さまざまな法が定められていた。

三
み
穂
ほ
の埼

さき
	 島根県松江市美保関町に位置する島根半島の東端地域のこと。

新
しらぎ
羅	 古代の朝鮮半島南東部にあった国家。高

こう
句
く
麗
り
・百

くだ ら
済との三国時代を経て、

７世紀には半島をほぼ統一、高
こう
麗
らい
により10世紀に滅

めつ
亡
ぼう
した。

逸
いつ
文
ぶん
	 古い書物は完全な形で残ることは稀

まれ
だが、他の書物に「〇〇風土記」な

どとして引用された文章を逸文と呼ぶ。

相
あい
見
みの
郡
こおり
	 会見郡とも表記する。現在の米子市を中心に南部町・伯耆町などの地域。

郡
こおり
と郷
ごう
と余

あまり
戸
べ
	 律令制の行政組織として、国・郡・郷（里）が定められ、とくに郷は

50戸ごとに設けられ、それに満たない地域を「余戸」と呼んだ。

ス
す
ク
く
ナ
な
ヒ
ひ
コ
こ
ナ
な
命
のみこと
（少彦名命）	 「古事記」「日本書紀」、各国の「風土記」に際し登場する神。常

とこ
世
よ
とい

う海の向こうからやってきた小人神で、大国主命と協力し合って国を造
り固め、その後に常世に去って行った。穀物、医薬、酒造、温泉などを
つかさどる神とされる。伯耆国風土記（逸文）の粟

あわ
嶋
しま
（現・米子市彦名）

の項では、この地で粟を蒔
ま
いて、実

みの
って弾

はじ
けた粟の穂

ほ
にのって常世に渡っ

たと伝えられている。地名の彦名はスクナヒコナに由来。

黄
よ
泉
み
の国・常

とこ
世
よ
の国・根

ね
の国	 古代において人が死ぬと、海の底や海上の島、地下の世界などに行くと

され、その地をこのように呼んだ。

イ
い
ザ
ざ
ナ
な
ミ
み
命
のみこと
	 夫のイザナギ命とともに日本列島を作り、神々を生み出した神。火の神を産

んだ際に亡くなり、古事記では伯耆と出雲の境の比
ひ
婆
ば
山
やま
に葬

ほうむ
ったとされる。

ス
す
サ
さ
ノ
の
オ
お
命
のみこと
	 イザナミ命の子で、天

あま
照
てらす
大
おお
神
みかみ
・月
つき
読
よみの
命
みこと
とともに三

さん
貴
き
神
しん
と呼ばれる。母（イ

ザナミ命）の死後、母を訪ねて出雲に下り、ヤマタノオロチ退治などで活躍。

鳥
とり
髪
がみ
の峰

みね
（船

せん
通
つう
山
ざん
）	 スサノオ命が出雲に下る際に降り立った山。現在の島根県・鳥取県の県

境に位置する船通山に比
ひ
定
てい
される。

大
おお
国
くに
主
ぬし
命
のみこと
	 古事記、日本書紀に登場する神。大国主は国造りを行った大いなる国主

の意で、天
あま
津
つ
神
かみ
（高
たか
天
まが
原
はら
の神々）の主神たる天

あま
照
てらす
大
おお
神
みかみ
に対して国

くに
津
つ
神
かみ
（土

着の神々）の頭領とされる。国土を高天原の神に譲った神として語られ
ている「国譲り」、「因幡の白兎」の神話は有名。出雲大社の祭神。

和
わ
名
みょう
抄
しょう
	 和

わ
名
みょう
類
るい
聚
じゅ
抄
しょう
の略。平安時代中期の承

しょう
平
へい
年間（931〜938）に成立した

漢和辞書。この中に全国の国や郡、郷の名前が網
もう
羅
ら
されている。

宗
むな
形
かた
（宗

むな
像
かた
）神社	 米子市宗像に鎮

ちん
座
ざ
する式

しき
内
ない
社
しゃ
（当時の国が認めた神社）。本社は九州の

福岡県宗像市にある宗像大社。

安
あずみ
曇	 全国各地に分布する海の民。本拠地は志

し
賀
か
海
うみ
神社が鎮座する福岡県東区

志賀島を中心とする地域とされる。



後
ご
醍
だい
醐
ご
天
てん
皇
のう
	 第96代天皇。元

げん
弘
こう
の乱
らん
（1331）で敗れ隠岐に配流。隠岐国から脱出し、

名和氏など伯耆の武将を頼って挙
きょ
兵
へい
。建
けん
武
む
の新
しん
政
せい
へと巻き返しを図

はか
った。

弁
べん
韓
かん
	 紀元前２世紀末から４世紀において、朝鮮半島南部にあった三韓（馬

ば

韓
かん
・辰
しん
韓
かん
・弁韓）の一つ。

伽
か
耶
や
	 ３世紀から６世紀中頃における朝鮮半島南部に散在していた小国家群のこと。

伊
い
都
と
国
こく
・奴

な
国
こく
	 伊都国は現在の福岡県糸島市・福岡市西区付近にあった弥生時代の国。

奴国は現在の福岡市や春
かすが
日市などにあった弥生時代の国。ともに中国の

史書『魏
ぎ
志
し
』倭

わ
人
じん
伝
でん
に登場する。

吉
き
備
び
	 現在の岡山県、広島県東部など、古代の吉備国が支配した地域。後に備

び

前
ぜん
・備
びっ
中
ちゅう
・備
びん
後
ご
・美
みま
作
さか
に分国された。

鉄
てっ
滓
さい
	 たたら製鉄においては、砂鉄と木炭を炉

ろ
にいれて燃焼し、砂鉄を還

かん
元
げん
し

て鉄を作るが、砂鉄中に含まれる不純物はスラッグとして排出される。
この排出物を鉄滓という。

調
ちょう
、庸
よう
	 飛

あ す か
鳥時代に国民に課された租

そ
税
ぜい
制
せい
度
ど
を「租

そ
庸
よう
調
ちょう
」と呼ぶ。祖は田に課さ

れる税、庸は労役の代わりに収める布のこと。調は朝廷への貢
みつぎ
物
もの
のこと

で、繊維製品や各地の特産物での納入が認められていた。

鉄
てつ
鋌
てい
、鍬

くわ
	 伯耆国は鉄を「調」として貢

こう
納
のう
する際、運びやすいように鉄を小形の直

方体に加工して鉄鋌にしたり、鍬に加工して送り出した。

鬼退治の伝説	 各地の伝説や昔話にはよく鬼退治が登場する。この鬼退治の話の背後に
は製鉄民と農耕民の争いがあったのではないかという考え方がある。

孝
こう
霊
れい
天皇	 第７代の天皇。実在性は疑わしいが、系

けい
譜
ふ
に吉

き
備
び
津
つ
彦
ひこ
など吉備系の子孫

が多く、吉備と何らかの関係があったと考えられる。

紀
きの
成
なり
盛
もり
	 平安時代末期の武将。元々、紀

き
伊
いの
国
くに
（現和歌山県）を本

ほん
拠
きょ
とする名

めい
族
ぞく

の流れをくみ、伯
ほう
耆
きの
守
かみ
として土着して在

ざい
地
ち
領
りょう
主
しゅ
となった。伯耆町長者原

を本拠として会
あい
見
み
郡
ごおり
を支配した。

会
かい
東
とう
郡
ぐん
	 紀成盛が大山寺に奉

ほう
納
のう
した鉄

てつ
製
せい
厨
ず
子
し
（仏像などを安置する仏具）では成

盛は自らを「会東郡地
じ
主
ぬし
」と称

しょう
している。地域としては会見郡の東側の

地域を指すと思われる。

海
かい
六
ろく
	 成盛は大山寺奉

ほう
納
のう
の鉄製厨子では「紀」氏を名乗るが、他の文献では「海六」

を主に名乗る。会見郡の海の民「海」氏と関わる可能性が指摘されている。

荘
しょう
園
えん
	 公地公民を定めた律令制は、奈良時代には崩

くず
れはじめ、有力者の開

かい
墾
こん
し

た土地の私有を許し、また有力な貴族や社
しゃ
寺
じ
に土地を寄

き
進
しん
して税を逃れ

た。これらの土地を荘園と呼ぶ。

Chapter 4
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郡
ぐん
司
じ
	 律令制下において、中央から派遣され、国

こく
司
し
の下で郡を治めた地方官。

守
しゅ
護
ご
	 鎌倉・室町幕府が設置した職制で、国単位で置かれた軍事・行政における指揮官。

酒
しゅ
呑
てん
童
どう
子
じ
伝説	 丹

たん
波
ば
国（京都府北部）大江山に住む鬼たちの統

とう
領
りょう
・酒呑童子を平安時代の武

将・源
みなもとの
頼
より
光
みつ
が退治した伝説。その時に使用した日本刀が童

どう
子
じ
切
ぎり
安
やす
綱
つな
とされる。

反
そ
りと鎬

しのぎ
造
づく
り	 反りは刀剣が弓なりになっている状態。長い日本刀でも容易に抜き差し

でき、不安定な馬上でも楽に抜
ばっ
刀
とう
できる。鎬とは刃と峰の間の膨

ふく
らみ部

分。鎬があることで、頑丈で切りやすい形となっている。

吉
きっ
川
かわ
広
ひろ
家
いえ
	 戦国時代後期から江戸時代初期の武将。毛

もう
利
り
氏の家

か
臣
しん
であったが、天

てん
正
しょう

19年（1591）豊
とよ
臣
とみ
秀
ひで
吉
よし
の命
めい
で、月

がっ
山
さん
富
と
田
だ
城
じょう
（安来市広瀬町）に入り、

出雲３郡・伯耆３郡などを支配。海に近い米子城への移転を決め、近世
米子の礎

いしずえ
を築いた。後、周

す
防
おう
国岩国藩（現山口県）に転

てん
封
ぽう
。

雲
うん
伯
ぱく
	 「雲」は出雲国、「伯」は伯耆国のこと。併

あわ
せて雲伯と表現。同一の文化

圏で、島根県東部から鳥取県西部の方言を雲
うん
伯
ぱく
方
ほう
言
げん
と呼ぶ。また、旧国

名は全て漢字二字だが、その一字をとって「〇州」と通称した。出雲国
は「雲

うん
州
しゅう
」、伯耆国は「伯

はく
州
しゅう
」。

中村一
かず
忠
ただ
・加藤貞

さだ
泰
やす
	 広家転

てん
封
ぽう
後
ご
、駿

すん
府
ぷ
（現静岡県）から中村一忠が入るが、一忠の死など

により、美
み
濃
の
国（現岐阜県）から加藤貞泰が移って来た。しかし加藤

氏も７年後、伊
い
予
よ
大
おお
洲
ず
藩（現愛媛県）に転封した。

伯
はく
州
しゅう
綿
めん
	 弓浜半島で栽培された綿は伯耆国の異名、伯州から伯州綿と名付けられ

た。高品質で知られ、北前船によって境港から全国各地に運ばれた。た
たら製鉄の鉄とともに鳥取藩の財政を支えるほどのブランド産品だった。

綿
わた
井
い
戸
ど
	 綿の栽培には水は欠かせない。真夏には１日に何度もの水やりが必要で、

畑に小さな池（綿井戸）を掘り、そこにたまった水を桶（水汲みタゴ）
に汲み、綿に水をやった。大変な重労働だった。

北
きた
前
まえ
船
ぶね
	 江戸時代から明治にかけて日本海を舞台で活躍した海運船。３月下旬に、

大坂─瀬戸内─日本海のルートで北上し、北海道に至る。７月下旬には
逆に南下し、11月大坂に帰着、その間、各寄港地で商売をしながら、
往復した。（※古くは、大阪は大坂と表記した）

千
せん
石
ごく
船
ぶね
	 木造の巨大帆

はん
船
せん
。米1000石

ごく
を積める能力から、江戸時代に普

ふ
遍
へん
化
か
した

大型荷
に
船
ぶね
の俗
ぞく
称
しょう
。（※一

いっ
石
こく
は約150㎏）

汽
き
船
せん
	 風力を利用して走る帆

はん
船
せん
と異なり、石炭などを燃料とした蒸気機関を動

力源とする船
せん
舶
ぱく
。
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